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ロ
ッ
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と
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ヌ
ス

は
じ
め
に

ω
比
較
の
基
本
枠

ω
，
権
利
e
と
，
善
e

ω

9

政
治
社
会
e
と

9

地
の
国
e
(
以
上
、
『
南
山
法
学
』
第
七
巻
第
二
号
)

ニ
ロ
ッ
ク
と
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス

は
じ
め
に

ω
比
較
の
基
本
枠
(
以
上
、
『
南
山
法
学
』
第
七
巻
第
三
・
四
合
併
号
)

ω
。コ

E
ュ
ニ
テ
ィ

e
と
。
コ
イ
ノ

1
ニ
7
e
(
以
上
、
本
号
)

ω
，
プ
ロ
パ
テ
ィ
h
q

と
。
ア
ガ
ト
ン
h
q

き
い
と
に

ニ，
M

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
H

と
H

コ
イ
ノ

i
ニ
ア
H

プ
ラ
ト
ン
に
し
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
し
ろ
、

ソ
フ
ィ
ス
ト
流
の

H

契
約
H

説
を
斥
け
た
こ
と

ロ
ッ
ク
l

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
対
質
の
具
体
的
な
視
点
は
、
こ
の
点
の
よ
り
掘
り

35 

政
治
社
会
の
成
立
根
拠
に
関
し
て
、

は
、
周
知
の
事
実
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
だ
が
、
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下
げ
た
検
討
を
通
じ
て
、

か
え
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
人
び
と
が
他
人
か
ら
不
正
を
受
け
な
い
た
め
の
同
盟

(g豆
長
H
b
H
F
S内
U

志
、
t
s
r
&
s
p
s
h
)
」

は
、
政
治
社
会
の
根
本
的
性
格
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

も
し
逆
に
政
治
社
会
が
そ
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

「
法
律
は
契
約

と
な
り
(
〔
『
守
口
容
〕
角
田
忘
宮
崎

q
Eま
S)
、
ま
た
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
リ
ュ
コ
フ
ロ
ン
が
ま
さ
に
主
張
し
た
よ
う
に
、
市
民
た
ち
を
善
き
人
び

各
人
相
互
に
対
す
る
正
し
い
こ
と
の
保
証
人
(
位
ケ
守
す
る
ピ

h
h
E
Eヒ
)
」
に
す

と
、
正
し
い
人
び
と
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

ぎ
ぬ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
九
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
こ
う
し
た
政
治
社
会
川
同
盟
観
や
法
律
川
契
約
説
の
拒
絶
の
背
後
に
は
、
ソ
フ

フ
ユ
M
V

民

ノ

毛

ス

ィ
ス
ト
的
な

H自
然
w
と
が
因
襲

H
の
区
別
の
克
服
と
、
こ
れ
に
基
づ
く

H
エゴ
ρ

や

H力
ρ

の
衝
突
の
調
整
作
用
の
所
産
と
し
て
の
政

《田
v

治
社
会
・
法
律
観
の
克
服
へ
の
努
力
が
潜
ん
で
い
た
と
見
て
差
支
え
な
い
。
実
際
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
狙
い
は
、
「
表
現
上
で
は
な
く

ボ

P

ス

(
主
主
『
き

H
Aモ
ピ
)
、
真
の
意
味
で
(
と
も
乱
即
時
)
政
治
社
会
と
呼
ば
れ
う
る
た
め
」
の
条
件
、
す
な
わ
ち
「
徳
に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き

コ
イ
ノ

1
-
-
ア

(mv

(
句
"
町
司
旬
、
~
円
剛
志
叶
崎
明
身
長
丸
仲
内
向
句

Eh)
」
共
同
体
の
弁
証
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

コ
イ
ノ

1
=
ァ

と
こ
ろ
で
、
「
徳
に
つ
い
て
配
慮
す
る
」
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
共
同
体
に
も

M
自
由
H

が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
端
的
に
、
ア

《

mv

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
の
「
政
治
社
会
的
共
同
体

3
5
s
s
b
H
4
2ぞ
足
立
と
は
、
「
自
由
人
の
共
同
体

(SHEste
る
で
お
さ
も

hBE)
」

(
臼
)

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、

ζ

の
「
自
由
人

(qhh』

EaEh)
」
は
「
無
限
の
欲
望
(
叫
ぬ
5hhwsh河
内
号
豆
町
)
」
の
追
求
に
汲
々
と

す
る
当
時
の
「
多
数
の
人
間
(
え
さ
と
勾
」
、
つ
ま
り
現
実
の
ア
テ
ネ
が
現
出
し
た
よ
う
な
い
わ
ば
逸
脱
し
た
国
制
に
お
け
る
事
骨
骨
、

制
度
的
グ
自
由
人
H

類
型
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
ま
た
政
治
社
会
の
理
論
的
創
出
に
お
け
る

M
契
約
H

説
の
受
容
を
強
い
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
他
方
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
グ
ラ
ウ
コ
ン
的

M
契
約
H

説

を
超
克
す
る
の
に
超
越
的
立
場
に
走
っ
た
プ
ラ
ト
冷
と
は
異
な
っ
た
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
政
治
社
会
を
「
自
由
人

の
共
同
体
」
と
概
念
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
あ
っ
て
は
、
多
元
的
個
別
的
存
在
の
政
治
社
会
的
統
合
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
が
引
き
受
け
ら

れ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
利
己
的
で
剥
那
的
な
欲
求
を
庁
自
由
H

と
取
り
違
え
る
ア
テ
ネ
民
主
制
的



精
神
の
克
服
を
目
指
す
点
で
は
共
通
し
つ
つ
も
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
立
場
は
、

プ
ラ
ト
ン
の
「
真
の
自
由
(
む
さ
屯
台
交
と
も
弘
司
)
」
が

「
私
の
も
の
や
私
の
も
の
で
な
い
も
の
(
叶
b
合
ぞ
E
~
邑
q
u
h
f
令
)
」
に
つ
い
て
争
わ
な
い
よ
う
な
「
一
人
の
人
間
に
も
っ
と
も
接
近

(
国
〉

し
た
政
治
社
会
(
〔
叫
之
内
司
と
お
〕
守
町
内
々

3
a
s
τ
r
を
も
も
ら
司
E
F
2
)
」
と
い
っ
た
一
元
的
政
治
社
会
像
に
帰
結
し
た
の
に
対
し
て
、

そ
う
し
た
一
元
的
政
治
社
会
を
政
治
社
会
の
本
質
的
特
徴
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
を
拒
絶
せ
ざ
る
ぞ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
い
切
っ
、

ジョン・ロッ夕、同意、論の歴史的位置与)

「
〔
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
に
登
場
す
る
〕
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
誤
り
の
原
因
は
、
彼
の
根
本
的
な
前
提
が
正
し
く
な
か
っ
た
乙
と
に
あ
る
と
す
べ
き
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
家
に
し
ろ
政
治
社
会
に
し
ろ
、
あ
る
意
味
で
は
一
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
芯
ら
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
意

味
に
お
い
て
で
は
な
い
(
匂
丸
、
守
『
島
、
何
守
ミ
司
E
円
1
5
2
~
ユ
ヒ
。
~
ミ
5
2
~
ヰ
ヒ
司
b
f
E
』
・
包
司
A
5
E
内
)
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
体
化

が
進
行
し
す
ぎ
て
政
治
社
会
で
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
(
。
r
m
2
6
2
司
E
E
Z
白
肖
之
町
内
)
場
合
も
あ
れ
ば
、
政
治
社
会
と
し
て
存
在
し
て
い
な
が
ら

そ
れ
で
な
く
な
る
域
に
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
劣
悪
な
政
治
社
会
と
な
る
で
あ
ろ
う
Q
2
2
1
F
々
『
お
印
唱
。

r白
2
u
吉
町
立
』
内
の
に
E
h

混
合
E
で
正
常
的
)
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
人
が
協
和
音
(
2
E
2
E
ヘ
日
)
を
単
一
音
(
会
主
E
ヒ
ヘ
白
)
に
変
じ
た
り
、
あ
る

い
は
律
動
(
E
L
吉
弘
司
)
を
変
じ
て
単
一
脚
音
(
E
E
一
町
内
支
向
)
に
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
〔
多
数
者
よ
り
成

る
〕
集
合
(
己
主
。
円
u
g
c
-
E
E
O
)
〔
と
し
て
の
政
治
社
会
〕
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
も
の
は
教
育
に
よ
っ
て
共
同
的
な
意
味
で
の
一
な
る

も
の
(
E
E
+
E
~
1
2
)
と
す
る
べ
き
で
あ
る
」
(
傍
点
は
友
岡
)

0

さ
し
あ
た
っ
て
、

こ
こ
で
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

37 

「
共
同
的
で
一
な
る
も
の
」
と
し
て
の
政
治
社
会
は
「
一
人
の
人
間

「
最
善
の
政
治
社
会
(
司
と
町
内
舎
内
2
4
)
」
と
は
異
な
り
、
庁
多
山
を
前

プ
レ

1
ソ

ス

コ

イ

ノ

1
ニ
ア

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
は
、

H

多
元
性
山
な
く
し
て

M

共
同
性
H

の
概
念
も
存
在
し
え
な
か

コ

イ

ノ

!

一

一

ア

(

位

)

っ
た
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
す
べ
て
の
政
治
社
会
は
あ
る
極
の
共
同
体
で
あ
る
」
が
、
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
に

よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
寸
政
治
社
会
的
正
義
は
、
自
足
的
た
ろ
う
と
し
て
生
活
を
共
同
的
に
営
む
〔
複
数
の
〕
人
び
と
の
問
、
つ
ま
り
自
由
で
、

(
恥
「
立
叶
号
h
H
V
b
内
門
仰
で
も
も
ら

gc)」
プ
ラ
ト
ン
的
な

(
臼
)

提
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
最
接
近
し
た
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比
例
的
に
か
数
量
的
に
か
平
等
な
人
び
と
の
聞
に
、
存
す
る
の
で
あ
る
。

し
な
い
人
び
と
相
互
の
聞
に
は
、
政
治
社
会
的
正
義
は
存
在
し
な
い

し
た
が
っ
て
、

そ
う
し
た
も
の
〔
す
な
わ
ち
自
由
・
平
等
〕
が
存

(
叶
色
町
叶
由
〔
日
・

0
・

2V
司。』ミ
SAVthh、hRSE〕
白

恥

hqathH吋~史xtetA国
ピ

限
同
同
志
内
乱
向
Ntah

与
す
Rat-

pcゑ
B
t
h
a
~
叫

g
二
塁
、
e
a
q
「
を
で
え
す
ま
t・
守
s
h
q
色町内、
t
q
a
叶

O
b
a
-
-
u
h

《回
V

コ
イ
ノ
1
=
ァ

守
口
さ
守
安
司
呂
r
R仰
と
念
qg的
叶

b
H
q
L
5
h
b
t
白

hrsqt)
」
(
傍
点
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
、
友
岡
)
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
「
共
同
性
」
を

M
V

ユ
ン
グ
-
一
ケ
1

へ

タ

イ

リ

ゲ

1

前
提
と
す
る
点
で
は
「
血
族
的
」
社
会
も
「
結
続
的
」
社
会
も
共
通
で
あ
る
が
、

ζ

の
後
者
に
属
す
る
「
政
治
社
会
成
員
聞
の
交
わ
り

コ
イ
ノ
I
Z
コ

ス

ハ

白

山

〉

(
丸
岡
吋
巴
5
5
~
〔
勺

h』

ha~〕
)
」
の
方
が
「
よ
り
い
っ
そ
う
共
同
的
と
考
え
ら
れ
る

(
g
h
5
5
5
3
r
P
2号
、
記
念
ヒ
)
」
の
で
あ
る
。
か
く

ポ

リ

ス

コ

イ

ノ

1
-一ア

て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
が
政
治
社
会
H

は
M
共
同
体
H

で
は
あ
っ
て
も
、
血
族
的
・
自
然
的
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
一
体
的
社
会

(
命
的

3
2
白

ha官
、
弘
t
g
t
)
」
「
多
数
」
た
る
を
本
性
と
し
、

で
は
な
く
、

ま
さ
に

「
種
類
に
お
い
て
異
な
っ
た
人
び
と
よ
り
な
る

こ
の

H
多
数
w
た
る
こ
と
の
う
ち
に
は
、
ま
た
、
意
志
決
定
の
、
し
た
が
っ
て
行
為
の
、
独
立
的
諸
主
体
の
集
合
た
る
の
意
が
内
含
さ
れ
て
い

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
な
「
政
治
社

会
は
自
由
人
の
共
同
体
で
あ
る
(
晶
司
と
お

g
e
s
t含
志
ゼ
位
E
魚、
S
官
守
主
ゼ
)
」
と
か
、
「
政
治
社
会
的
正
義
は
自
由
・
平
等
な
人
び
と

の
聞
に
存
す
る
(
芯
司
邑
5
E
t
白

pah-E
恥

2
s
hえ
位
gh訳、
e
t
h
a
~
守
S
ヒ
)
」
と
い
っ
た
表
現
を
う
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ま
さ
に
そ

コ
イ
ノ
1
-一ア

の
多
元
性
を
本
質
的
前
提
と
す
る
が
共
同
体
H

を
概
念
す
る
場
合
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

M
同
意
H

観
念
に
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
〔
政
治
社
会
的
交
わ
り
を
は
じ
め
と
す
る
〕
い
ず
れ
の
〔
結
社
的
友
愛
〕
も
、
い
わ
ば
、

(
伺
)

同
意
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(orE
豆
、
言
包
・
合
三
ミ
含
ゼ
吋
モ
ル
宅
RHh、t
o
t
s
;
p
a
h
)
」
、
と
(
傍
点
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
友
岡
)
。

ホ

毛

ロ

ギ

ア

ジ

ユ

ム

マ

キ

ア

シ

ユ

y
セ
1
ケ
1

そ
こ
で
問
題
は
、
乙
の

M
同
意
。
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
拒
斥
し
た

H

同
盟
H

な
い
し
が
契
約
H

と
い
か
に
異
な
る
か
で
あ
る
。

フ
F

】

シ

ス

ノ

毛

ス

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
、
政
治
社
会
を
が
自
然
H

か
ら
切
断
さ
れ
た

M
因
襲
H

た
と
見
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

の
所
産
と
す
る
二
元
論
の
克
服
、

そ
れ
へ
の
挑
戦

の
、
記
念
碑
的
文
章
を
い
ま
一
度
、

こ
こ
に
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
政
治
社
会
が
自
然
に
よ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
と
、

タ
イ
ア
・
テ
ユ
ヶ
，

u
J

お
よ
び
人
聞
が
自
然
に
よ
っ
て
政
治
社
会
的
生
き
物
で
あ
っ
て
、
偶
然
的
に
で
は
な
く



ヂ
イ
ア
・
フ
ユ
シ

Y

ホ

・

ア

S
F

リ

ス

〔

印

)

自
然
的
に
無
政
治
社
会
的
な
人
聞
は
悪
し
き
人
聞
か
人
間
よ
り
優
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
」
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、

フ
ユ
ジ
ス

f
自
然
山

は
ソ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
に
お
け
る
ご
と
き
二
元
論
的
な
一
方
の
極
で
は
な
く
、

政
治
社
会
は

H

自
然
白
か
ら
切
断
さ
れ
た
存
在
で
も
な
い
こ
と
が
、
そ
こ
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
も

M

自
然
H

は
、
「
終
極
目
的
(
叶
む
£
)
」

な
い
し
「
最
善
の
状
態
(
叶

b
E
F
q
s
?
g
m合
E
o
t
)
」

を
指
し
、

し
か
し
そ
れ
が
彼
の

M

自
然
H

が
内
在
的
発
展
原
理
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
後
者
と
は
決
定
的
に
相
違
す
る
の

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
人
間
的
発
展
の
所
産
と
し
て
あ
り
、
逆
に
無
政
治
社
会
の
状
態

そ
れ
が
希
求
き
る
べ
き
も
の
、

優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
右
の

で元
あ(論
るさと
。変

し り
たが
がな
っし、

てが

政
治
社
メ入
エミ
は

そ
う
い
う
状
態
の
人
聞
は
、
「
悪
し
き
人
間
な
い
し
悪
し
き
状
態
に
あ
る
人
間
(
。
町
宮
主
主
ミ

ご
h
D

も
さ

p
f
T
Z
)」
つ
ま
り
「
自
然
か
ら
逸
脱
し
て
劣
悪
な
状
態
(
主
主
と

2
5
~
主
主
主

3
f
u一
」
に
あ
る
人
間
で
あ
る
。

は
、
人
間
的
発
展
に
停
る
状
態
で
あ
っ
て
、

ジヲン・ロック、同意、論の歴史的位置伺

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
社
会
弁
証
論
は
、
ダ
ニ
ン
グ
が
評
し
た
よ
う
に
「
個
人
が
他
の
人
間
た
ち
か
ら
離

れ
た
幸
福
な
孤
絶
の
生
活
を
送
る
「
自
然
状
態
』
に
つ
い
て
の
議
論
の
余
地
ぞ
残
し
て
は
い
な
い
」
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
意
味
で
は
、
確
か
に
、

e'
』

J

山、

み
t
'
ヨ
ザ
ん

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
、
孤
立
的
諮
個
人
の
生
活
の
場
と
し
て
の

f
自
然
状
態
H

は
存
在
し
な
い
ま
で
も
、
政
治
社
会
を
成
立
せ

し
、
め
る
人
間
的
発
展
の
庁
原
理
H

な
い
し

M

甘
椛
盤
N

が
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
発
展
原
理
な
い
し
基
盤

と
は
、
人
間
の
基
礎
的
政
治
社
会
性
と
本
稿
で
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
な
有
名

な
一
節
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。

「
さ
て
、
人
間
が
す
べ
て
の
蜜
蜂
や
す
べ
て
の
群
政
動
物
よ
り
も
い
っ
そ
う
政
治
社
会
的
な
生
き
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
o

そ
の
理

由
は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
自
然
は
何
物
を
も
無
為
に
造
つ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
、
生
き
物
の
う
ち
人
間
だ
け
が
、
言
葉
を
有

フ
オ
1
ネ
ー

し
て
い
る
(
』
々
。
て
足
立
弘

E
ぞ

恥

L
E
S
E的
立
町
内
叶
ら
で
円
も
E
で
)
。
〔
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
生
き
物
も
持
っ
て
い
る
〕
音
声
は
、
苦
し
い
こ
と
や
快

セ
1
3
イ
オ

y

い

こ

と

の

記

号

で

あ

っ

て

、

(

な

ぜ

な

ら

ば

、

39 

こ
の
ゆ
え
そ
れ
は
他
の
生
き
物
に
も
具
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
生
き
物
の
本
性
u

自
然
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は
、
快
・
苦
の
知
覚
を
有
し
、
そ
れ
を
互
い
に
表
示
す
る
程
度
に
ま
で
発
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
ー
な
h
可
島
、

2
た
き
叫
も
守
町
内

と
t
c
q
E
・
3
u
m
H
史
ゼ
島
町
ぜ
句
宮
内
三
』
5

4
可
。
町
向
島
~
宮
恥
。
内
g
~
叶
白
口
叶
白

q
4志
向
ヘ

E
E
E
主
』
。
同
時
)
。
だ
が
、
言
葉
は
、
正
し
い
こ
と
や
不
正
な

こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
有
益
な
い
し
有
害
な
こ
と
を
表
明
す
る
た
め
に
寄
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
善
・
悪
・
正
・
不
正
や
そ
の
他
〔
の
諸

価
値
〕
の
知
覚
を
特
別
に
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
他
の
そ
う
し
た
諸
生
物
に
比
し
て
人
聞
に
の
み
特
有
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
(
は
同
同
『
会
号

r

L
と
白
ハ
宮
g
R
p
q
志
2
3
志向。

5
Z
1
5
同
ほ
ほ
円
回
に
ほ
同
h
件
同
ほ
除
ド
l

向
島
~
E
h
E
C
E
r
e
三
宮
ヒ
〔
k
h
S
〕
え

qss

m
H
何
言
)
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
精
神
的
諸
価
値
の
共
有
が
家
や
政
治
社
会
を
形
成
す
る
の
で
あ
る

【

花

}

司
臥
』
巴
)
」
(
傍
点
、

山

-

3

角
む
吋

E
ヒ

(
u
q

白色即叶。円
M
2
5
v
、hnRH、
E
v
k白司。同師向。ι1hnヘ
角
ビ

hnH~

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
友
岡
)
。

こ
の
よ
う
に
、
H
善
H
-
H
悪
H
-
H
正
て
が
不
正
H
等
の
精
神
的
諸
価
値
の
H
共
有
(
s
s
e
t
b
H
)
H
で
あ
り
、

各
独
立
的
行
為
主
体
に
お
け
る
そ
う
し
た
共
通
的
諸
価
値
の
直
接
的
認
識
|
l
H
知
覚
(
R
ミ
43u
るま
s
a
R
h
y
-
-
で
あ
る
。

人
間
的
発
展
の
基
盤
と
は
、

道
徳
的
諸
価
値
の
人
間
本
性
に
お
け
客
観
的
な
内
在
と
各
人
の
そ
れ
に
対
す
る
即
自
的
認
識
能
力
の
承
認
で
あ
っ

て
、
こ
れ
が
政
治
社
会
の
本
質
を
規
定
し
、
そ
の
現
実
化
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
政
治
社
会
と
し
て
現
実
態
化
す
べ
き
人

そ
れ
は
、
ま
さ
に
、

間
的
発
展
の
H
H
原
理
0

・
庁
基
盤
H
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、
明
瞭
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
い
う
る
。

理
て
H
基
盤
山
乙
そ
、
人
聞
の
基
礎
的
社
会
世
と
右
に
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
な
の
で
あ
列
。

コ
イ
ノ
1
=
ァ

こ
の
基
礎
的
社
会
性
|
|
精
神
的
諸
価
値
の
H
共
有
H

そ
し
て
、

こ
の

H

原

さ
て
、

と
各
人
に
お
け
る
そ
の
諸
価
値
の
直
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が

ー

I
B
-
-
宇
品
、

し
か
し
な
が
ら
、
発
展
原
理
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
静
止
的
完
成
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
か
え

っ
て
、

た
え
ざ
る
「
活
動
(
ミ
?
な
志
向
R
h
)
」

一寸

状

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
達
せ
ら
る
べ
き

態
(
h
H
h
h
h
宮
崎
)
」
へ
と
到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
的
政
治
社
会
と
し
て
開
花
・
安
定
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
あ
九
し
た
が
っ
て
、

人
聞
の
基
礎
的
社
会
性
か
ら
そ
う
し
た
社
会
性
が
安
定
的
に
開
花
し
た
現
実
態
と
し
て
の
政
治
社
会
に
到
る
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る

M
人
為
H
が
婚
る
の
は
当
然
の
要
請
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、

そ
の

庁
人
為
H

iま

も
と
よ
り
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
枠
組
に
お
け
る



な
ぜ
な
ら
ば
、

か
つ

M

政
治
山
を
木
来
的
た
ら
し
め
る
恭
た
る
「
人
間
的
善
(
叶
守
守
雪

E
S
丸
苫
ま
で
)
」
つ
ま
り
「
精
神
活
動
(
を
H
崎
町

の
質
的
担
保
と
し
て
の
「
卓
越
性
〔
す
な
わ
ち
徳
〕
(
ミ
丸
否

3
0
」
は
、

出
す
る
の
で
も
、
自
然
に
逆
ら
っ
て
生
じ
る
の
で
も
な
く
、

庁
自
然
H

と
対
立
的
な
庁
人
為
H

と
は
異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
庁
政
治
山
の

究
極
目
的
た
り
、

く
て
、

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
「
自
然
的
・
間
接
的
に
発

わ
れ
わ
れ
が
卓
越
性
を
受
容
す
る
傾
向
性
を
有
し
(
司
向
吉
広
忠

(
回
)

か
っ
そ
う
し
た
わ
れ
わ
れ
が
習
慣
を
通
じ
て
完
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
か

コ

イ

キ

1

先

き

に

引

用

し

た

と

と

え

-

「

〔

多

数

者

よ

り

成

る

〕

集

合

を

教

育

に

よ

っ

て

共

同

的

な

志

味

で

の

一

な

る

も

九
て
品
川
、
「
忠
良
)
」

か
え
っ
て
、

、

和

Y

U
町
、
同
ビ
九
日
恥
九
川
R
H
qも
門
岡
町

R
U叶
民
的
)
、

(
白
向
島
ユ
ヒ
司
S
Pへだで)

ジョン・ロッ夕、同志、論の歴史的位置(斗

い
ま
の
引
用
に
い
う
「
習
慣
を
通
じ
て
(
匂
向
島
叶
q
U
8
2内
)
完
成
さ
れ
る
」
と
か
い
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け

る
政
治
社
会
内
的
営
為
を
指
す
表
現
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
前
段
レ
ヴ
ェ
ル
で
の

H

正
H

-

M

不
正
H

-

M

議

F
・
M

M

T

等
の
精
神
的

コ
イ
ノ

1
一一ア

諸
価
値
の
共
有
と
そ
の
山
覚
と
い
っ
た
基
礎
的
社
会
性
ゃ
、
人
び
と
に
お
け
る
そ
う
し
た
諸
価
値
の
具
現
た
る
庁
卓
越
性
H

を
受
容
す

の
と
す
る
」
と
か
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
在
し
た
こ
と
は
、
否
定
す
べ
か
ら
、
ざ
る
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て

イ
毛
ロ
ρ
、
?

み
る
と
き
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
政
治
社
会
の
成
立
原
凶
と
し
て
永
認
し
た
が
同
志
H

な
い
し
「
最
初
の
組
織
者
(
弘
吾
氏
U
S
で
g
q叶
守

S
)
」

(
剖
)

の
心
仔
在
は
、

H

人
為
H

の
範
時
に
属
し
は
す
る
も
の
の
、

る
似
向
性
の
、
厳
作
に
つ
い
て
の
認
識
が
、

法
礎
的
社
会
性
や
卓
越
性
を
受
容
す
る
人
聞
の
傾
向
性
を
前
提
と
す
る
も
の
で

シ
ュ
ン
七

l
ケ

l

あ
っ
て
、
擬
似
戦
争
状
態
を
前
川
氏
と
す
る
利
害
訓
格
的
人
為
と
し
て
の

H

契
約
庁
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

H

同
ぷ
d

や
M

組
織
者
H

の
行
在
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
あ
っ
て
は
、

主
観
的
・
恐
忠
的
民
衆
や
独
裁

者
の
創
出
な
い
し
弁
討
に
そ
の
照
準
が
あ
る
の
で
は
も
と
よ
り
な
く
、

か
え
っ
て
人
山
本
性
的
発
展
の
枠
内
に
お
け
る
人
間
的
努
力
・
工

夫
の
衣
現
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

H

岡
山
以
H

や
庁
組
織
者
H

の
存
在
は
、

雌
史
的
に
は
そ
れ
が
人
間
木
性

的
発
展
の
ど
の
段
階
に
介
在
す
る
の
で
あ
れ
、
恭
一
礎
的
社
会
性
や
卓
越
性
を
受
容
す
る
人
間
の
傾
向
性
を
そ
の
成
立
活
躍
と
し
、

か
っ
同

41 

叫
に
そ
れ
ら
の
充
足
・
別
出
火
化
在
指
向
す
る
点
に
お
い
て
、
本
来
的
に
は
道
徳
的
広
味
を
担
っ
て
お
り
、

し
か
も
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
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規
範
性
を
も
包
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
来
的
次
元
に
お
け
る
真
正
の
政
治
社
会
的
発
現
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お

い
て
、

H

政
治
社
会
H

性
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
ポ
リ
テ
イ
ア
、
す
な
わ
ち
「
自
然
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
(
正
志

sh)」
U

「
自
然
の
状
態
に

(
制
)

あ
る
も
の

(
a
E
a
t
r
G
た

sa)」
日
「
最
善
の
状
態
に
あ
る
人
間
(
恥
京
か

saps拘

AYE-内
守
守

e
g内)
L

K

即
し
て
見
ら
れ
た

「
自
由
人
の
共
同
体

(
E
h
t
e
t
h
h
:
e
p
c去、
E
ヒ
)
」
|
|
そ
こ
で
は
、
最
善
の
人
び
と
の
集
合
と
し
て
の
多
元
性
が
保
持
さ
れ
る
が
ゆ

え
に
、

「
自
然
に
よ
っ
て
類
似
的
な
人
び
と
は
、
必
然
的
に
、
同
一
の
正
し
さ
〔
権
利
〕
と
同
一
の
価
値
を
自
然
に
応
じ
て
も
っ
て
い
る

(
3
3
3
3
a
R
E
E
D二
3
3
5ミ
E
3
3
t
i
?
"忌

」

の

で

あ

る

が

|

と

の

名

号

、

付
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
う
し
た
自
然
的
・
完
成
態
的
政
治
社
会
リ
ポ
リ
テ
イ
ア
は
、

た
自
然
的
・
完
成
態
的
人
間
像
そ
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
人
間
同
士
聞
に
成
立
す
る
生
活
で
も
あ
っ
て
、
こ
ζ

に
基

ホ
毛
ロ
ギ
ア

礎
的
社
会
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
何
ら
か
の

M
同
意
』
|
|
各
行
為
主
体
が
同
じ
意
味
で
同
じ
言
葉
を
話
し
、
同
一
物
を

M
善
H

と
し
た
り

必
然
的
に
社
会
性
を
包
含
し

H

E

H

と
す
る
こ
と
の
意
識
化
ー
ー
が
承
認
さ
れ
た
と
考
え
芯
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
歴
史
的
政
治
社
会
は
、
自
然
的
・
完
成

態
的
政
治
社
会
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
何
が
し
か
を
留
め
た
存
在
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
本
来
的
政
治
社
会
性
の
含
有
度
に
よ
っ
て
、

そ
の

HH正
当
性
H

が
計
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、

「
も
し
大
衆
が
共
通
の
利
益
の
た
め
に
政
務
を
行
う
な
ら
ば
、
〔
そ
の
政
治
社
会
体
制
は
〕
諸
政
治
社
会
体
制
す
ぺ
て
に
共
通
の
名
称
で
あ
る
ポ
リ

テ
イ
ア
〔
す
な
わ
ち
政
治
社
会
性
〕
と
呼
ば
れ
る
(
竿
号
忠
之
江
主
。
的
苦

r
z
E
E
e
g
t
2
S
g
h
g
h
N
1
E
F
Eな
守
足
立

2
2守

恥
EhH白

E
qめ
で

2
p
g
t
2
h
p・
2
ぞ

2
E
)」
(
傍
点
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
友
岡
)

の
で
あ
る
。
ポ
リ
テ
イ
ア
川
政
治
社
会
性
は
、
「
共
通
の
利
益

(asQbt
号
、
も
な
色
ゼ
川
口
昨
日

E
8
8日
目
ロ
ロ
F
H
5ロロ
g
n
O
B
Eロロゆ)」

を
追
求
す
る
か
ま
り
に
お
け
る
少
数
支
配
の
体
制
l
l
H王
制

(
T
q
長
含
)
H
か
が
貴
族
制
定
、
5
3名
号
交
)
庁
制
w

あ
る
い
は
歴
史
的

な
そ
れ
ら
の
変
種
か
を
問
わ
ず
ー
ー
に
も
、

「
そ
の
政
治
社
会
体
制
の
存
続
を
欲
す
る
政
治
社
会
の
部
分

(
&
E
L弘吉

tot-宮
内
叶
か

を
基
盤
と
す
る
現
実
的
な
諸
種
体
問
に
も
、

正
当
化
原
因
と
し
て
貫

立
か

e内
及
志
向
吃
叶
劫
ぜ
き
や

a
eゼ
)
」
た
る
「
中
間
層

(
q
N
l
q
q
h
)
」



徹
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
庁
同
意
向
H

は
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
の
強
調
の
文
脈
に
お
け
る
も

し
た
が
っ
て
個
人
を
し
て
政
治
社
会
体
制
の
正
当
七
主
体
と
し
て
前
面
に
押
し
出
す
余
地
す
ら
も
っ
て
は
お
ら
ず
、
か
え

っ
て
客
観
的
発
展
原
理
と
し
て
の
H
自
然
山
の
枠
組
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
だ

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る

M

基
礎
的
社
会
性
d

(

価
値
の
コ
イ
ノ

l
ニ
ア
)
|
↓
H
同
志
U
|
↓

の
で
は
な
く
、

が
、
同
時
に
、
以
上
の
考
察
よ
り
し
て
、

M

J

小
リ
テ
イ
ア
庁
(
現
実
態
的
生
活
の
コ
イ
ノ
|
ニ
ア
)
と
い
っ
た
自
然
的
発
展
に
潜
む
精
造
が
浮
上
し
て
き
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
ロ
ッ
ク
政
治
論
と
の
対
質
の
具
体
的
視
点
を
わ
れ
わ
れ
は
手
に
し
た
の
で
あ
る
。

3
て、

以
上
の
よ
う
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
論
の
解
釈
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
前
稿
で
見
た
ロ
ッ
ク
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
政

ジヲン・ロッ夕、同意、論の庖史的位置伺

治
学
」
や
「
倫
開
学
」
の
推
奨
が
仮
に
存
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

ほ
ぼ

2

察
し
が
つ
く
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ロ
7

ク
政
治
論
の
根
本
は
庁
自
然
状
態
H
|
↓

d
p
l↓

ロ
ッ
ク
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
根
本
的
に
拒
絶
す
る
よ
う
な
立
場
に

い
な
い
こ
と
は
、

H
政
治
社
会
H
と
い
う
山
性
の
営
み
の
地
造
に
あ
る
と
す
る
こ
と
が
、

ま
さ
に
ロ
ッ
ク
政
治
論
に
閲
す
る
常
識
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ

る
。
実
際
、

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

「
す
べ
て
の
人
間
は
'H'身
の
同
意
に
よ
っ
て
白
ら
を
何
ら
か
の
政
治
初
会
の
成
只
に
す
る
ま
で
は
、
そ
の
〔
自
然
の
)
状
態
に
と
ど
ま
る

L
(
H
・
お
)

と
同
時
に
、

「
市
民
〔
H

政
治
〕
社
会
は
、
山
門
然
状
態
の
諸
不
都
合
に
対
す
る
適
切
な
治
癒
策
で
あ
る
」
(
日
・
日
)

の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、

「
山
口
然
状
態
と
市
民
〔
H

政
治
〕
社
会
が
同
一
物
で
あ
る
ζ

と
を
円
一
づ
目
す
る
ほ
ど
に
無
政
府
状
態
の
抑
護
者
で
あ
る
者
在
誰
ひ
と
り
と
し
て
、
私
は
知

ら
な
い
」
(
日
・
倒
)

人
間
の
永
劫
に
留
ま
る
べ
き
理
組
郷
で
は
な
い
と
し
て
も
、

ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
庁
自
然
状
態
H
は
、

と
。
つ
ま
り
、

い
や
む
し
ろ
「
諸

43 

不
都
合
」
の
存
在
の
ゆ
え
に
そ
こ
よ
り
脱
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ

M

同
な
H
を
盟
件
と
し
て
H
政
治
社
会
山
が
生
じ
る
の
で
あ
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る
。
し
か
も
、
乙
の

H

同
意
H

は

ま

さ

に

、

「

諸

不

都

合

」

の

克

服

に

は

理
性
の
営
み
を
必
要
と
し
、
逆
に
理
性
は
カ
オ
ス
を
嫌
っ
て

H

同
意
ム
つ
ま
り
は

M
政
治
社
会
H

を
要
求
す
る
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ

て
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、

ζ

の
よ
う
に
出
来
す
る

M
政
治
社
会
H

は
、
反
理
性
的
な
絶
対
君
主
制
で
は
あ
り
え
ず
、
か
え
っ
て
「
絶
対
君

「
理
性
を
活
用
す
る
人
び
と
」
の
特
徴
で
あ
っ
て

(
I
・
6
)
、

主
制
は
市
民
〔
H

政
治
〕
的
統
治
の
い
か
な
る
形
態
で
も
あ
り
え
な
い
」

(
E
・
卯
)
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
理
性
的
作
用
と
し
て
の

H

同

意
H

を
介
し
た

H
政
治
社
会
H

乙
そ
、
正
当
性
原
因
の
範
型
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
類
の

H

同
意
H

を
枢
要
基
軸
と
す
る
が
ゆ

え
に
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
と
同
様
、

ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
ま
た
、

が
政
治
社
会
。
は
「
自
由
人
の
共
同
体
で
あ
る
」
側
面
も
存

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、

ロ
ッ
ク
が
若
き
知
的
生
活
の
な
か
で
吸
収
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
人
間
論
の
原
理
、

き
と
は
理
性
に
則
っ
た
精
神
の
活
動
で
あ
る
旬
、
可

s
e守
雪
ぎ
な
え
を
込
町
内
t
h
ミ
2
5え
な
『
由
史
」

「
人
聞
の
働

の
政
治
論
的
応
用
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、

こ
う
し
た
ロ
ッ
ク
l

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
輪
郭
的
類
似
化
は
二
面
に
お
い
て
否
定
し
え
ざ
る
真
実
の
側
面
を
有
し
は
す
る
が
、

本
節
で
扱
う
か
ぎ
り
で
の

M

政
治
社
会
H

生
成
の
構
造
の
局
面
に
お
い
て
も
ま
た
存
在
す
る
複
雑
・
微
妙
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
変

化
を
包
蔵
し
た
相
似
化
を
提
示
す
る
に
は
い
ま
だ
皮
相
の
議
論
た
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
わ
れ

わ
れ
は
、

い
っ
た
ん
眼
を
ロ
ッ
ク
政
治
論
に
お
け
る

M
自
然
H

概
念
の
位
置
の
検
討
に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
の
ち
に
、
ゎ

れ
わ
れ
は
、
「
理
性
に
則
っ
た
精
神
の
活
動
」
と
し
て
の

M

政
治
社
会
H

に
再
度
た
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

な
に
よ
り
も
先
ず
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

ロ
ッ
ク
が
そ
の
政
治
社
会
の
理
論
的
弁
証
を

M

自
然
状
態
H

の
考
察
よ
り
始
め
た
こ
と
で
あ

る。

ロ
ッ
ク
は
い
h

っ、

「
政
治
権
力
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
れ
を
そ
の
根
源
よ
り
描
き
出
す
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
自
然
的
に
い
か
な
る
状
態
に
い

る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
芯
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
完
全
な
自
由
の
状
態
:
:
:
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
平
等
の
状
態
で
も
あ
る
」

(
E
・
4
)

と
。
そ
し
て
、

乙
の
「
自
然
状
態
は
万
人
を
拘
束
す
る
自
然
法
を
も
っ
て
い
る
」

(
E
・
6
)
が
、
右
に
言
及
し
た
と
と
き

H

諸
不
都
合
H



そ
の
「
自
然
法
に
違
反
す
る
」
背
反
者
の
存
在

(
E
-
8
)
や
「
人
び
と
が
自
身
の
事

例
に
お
け
る
裁
判
官
で
あ
る
こ
と
」
の
不
合
理
性

(
E
・
日
)
等
に
基
因
す
る

M
諸
不
都
合

(
E
gロ
S
E
2
8
m
)
。
|
|
「
恐
怖
と
絶

え
ざ
る
危
険
に
満
ち
た
条
件
」

(
E
-
m
)
に
ま
で
発
展
す
る
|
|
の
ゆ
え
に
、
脱
出
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
が
自
然
状
態
H

パ
プ
リ
ツ
タ
・
グ
ッ
ド

は
、
確
か
に
、
「
公
共
的
善
の
た
め
に
の
み
」
存
在
し
う
る
庁
政
治
権
力
。

(
E
・
3
)
の
存
在
弁
証
と
本
質
規
定
の
根
源
的
立
場
を
ロ
ッ

ク
に
提
供
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

を
抱
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
庁
自
然
状
態
。
は
、

あ
た
か
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
先
き
に
言
及
し
た
と
と
き
、

「
自
然
の
状
態
に
あ
る
も
の

(ah食
品
志
q
h
t
p
oピ
員
)
」

に
つ
い
て
見
ら
れ
た
自
由
・
平
等
な
人
び
と
の
関
係
に
少
く
と
も
表
現
形
式
で
は
あ
い
似
た
も
の
で
は
あ

る
。
だ
が
、

が
政
治
社
会
H

の
理
論
的
創
出
上
の

H

自
然
H

の
意
味
上
の
位
置
が
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
瞭
で
あ
ろ

ぅ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
「
自
然
の
状
態
に
あ
る
」
と
は
「
最
善
の
状
態
に
あ
る
人
間
(
弘
京
』
叶

saps向令
5
0内
守

ε
s
g内)」

ジヲン・ロック、同意、論の歴史的位置(今

に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の

F

自
然
状
態
H

下
の
人
聞
は

H

諸
不
都
合
H

を
惹
起
し
う
る
人
間
H

そ
の
こ
と

テ
ロ
ス

し
た
が
っ
て
前
者
が
究
極
像
の
提
示
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
が

を
パ
ネ
と
し
て
庁
政
治
社
会
H

の
設
立
・
加
入
へ
と
赴
く
人
間
、

オ
リ
ジ
ナ
か

始
源
像
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
自
然
の
状
態
に
あ
る
も
の

(
込
尚
昆
品
志
q
E
P
S
S
)
」
と
「
万
人
が
自
然
的
に
そ
の
な

さ
ら
に
、

か
に
い
る
そ
の
状
態
(
〔
岳
ぬ
〕

ω
E
Z
ω
ロ
富
。
ロ
問
。
口
町
民
日
乱
守
宮
)
」
と
を
画
す
る
こ
の
相
違
は
、

ロ
ッ
ク
の

M

同
意
ρ

と
グ
自
然
H

の
関
係
づ
け
に
も
投
影
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
・
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、

H

同
意
H

と
は
、
「
万
人
が
自
然
的
に
そ

の
な
か
に
い
る
そ
の
状
態
」
か
ら
脱
脚
す
る
た
め
の

H

理
性
H

の
営
為
|
|
そ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
よ
ろ
し
く
「
理
性
に
則
っ
た
精
神

の
活
動
(
を
忌
内
?
な
『
R
H
E誌
な

3t)
」
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
l
lー
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
も
は
や

f
自
然
H

の
範
鴎
外
に
お
か
れ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

45 

「
〔
親
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
財
産
は
、
親
の
遺
贈
行
為
が
な
く
し
て
も
、
人
類
の
共
通
の
資
産
と
な
る
の
で
は
な
く
、
子
供
の
権
利
に
な
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
J

わ
れ
わ
れ
は
、
実
に
、
共
通
の
慣
行
(
の

o
g
B
Oロ
司
32-nm)
が
そ
の
よ
う
な
処
方
を
行
わ
し
め
る
と
理
解
し
て
も
、
そ
れ

が
人
類
の
共
通
の
同
意

(
g
s
s
oロ
g
ロ回

gH)
で
あ
る
と
は
い
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
:
:
:
も
し
共
通
の
暗
黙
の
同
意

(
g
g
g
oロ
g
n日

付
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。
。
ロ
回
開
ロ
仲
)
が
そ
の
ζ

と
を
確
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
子
が
親
の
資
産
を
遺
産
と
し
て
受
け
る
ζ

と
は
、

句
。
田
庄
司
冊
釦
ロ
向
日
ロ
2
Z同
E
『
回
目
河
釘
宮
)
に
す
ぎ
ぬ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」

(
I
・槌
)

0

自
然
的
な
ら
ぬ
実
定
的
権
利
(
帥

こ
う
し
た
ロ
ッ
ク
に
よ
る
M
自
然
性
H
と
が
実
定
性
H
の
区
別
は
、

の
理
論
的
創
出
に
も
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば

は
た
し
て
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
「
実
定
的
信
約
と
明
示
の
約
束
・
契
約
(
℃

g
E
S
F
M
m白
m
o
s
g同
白

E

Z官。
m
m

当
然
に
、
M
政
治
社
会
H

な
ら
な
い
わ
け
で
、

同

USE-由
。
白
ロ
仏
門

O
B
U
R同

)

に
よ
っ
て
現
実
に
国
家
に
加
入
す
る
以
外
の
何
も
の
も
、

何
人
を
し
て
も
国
家
の
臣
民
な
り
成
員
な
り
に

な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
」

(
E
-
m
)
し、

「
人
び
と
は
、

こ
の
大
き
な
自
然
的
共
同
体
か
ら
分
れ
て
、

実
定
的
合
意
(
吉
田

E
S

白

m円
四
叩
旨
叩
ロ
仲
田
)
に
よ
っ
て
小
さ
く
細
分
化
さ
れ
た
結
社
を
形
作
る
」

(
E
-
m
)
の
で
あ
っ
て
、

「
わ
れ
わ
れ
が
自
然
的

に
何
ら
か
の
統
治
へ
の
臣
民
で
あ
る
」

(
E
-
m
)
ζ
と
な
ど
は
、

か
ぎ
り
に
お
い
て
、

到
底
、
あ
り
え
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、 ，-.. 

ロ
こ、 E
つ、ロ
し、 E
た、と5

ロ
ッ
ク
の
M
同
意
H
|
|
そ
れ
は
H
信
約
H
・
H
約
束
H
-
M
契
約
H
・
よ
旦

P
等
の
さ
ま
芯
ま
な
表
現
を
と
っ
て

現
わ
れ
る
の
だ
が
|
|
は
、
客
観
的
発
展
原
理
と
し
て
の
M
自
然
H
の
枠
組
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
H
同

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

意向
H

と
は
、
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
た
、

ロ
ッ
ク
の
H
同
意
向
H

は、

が
人
為
H
と
H
自
然
H
の
二
元
性
を
克
服
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
が
ゾ

l
ン
・
ポ
リ
テ
イ
コ

l
ン
H
理
論
よ
り
も
む
し
ろ
、

ソ
フ
ィ
ス

ト
的
立
場
へ
と
傾
斜
し
て
い
た
と
い
い
う
る
局
面
を
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

結
局
、

ロ
ッ
ク
l

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
論
上
の
有
意
味
的
対
質
は
、
以
上
の
異
聞
の
よ
り
掘
り
下
げ
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
集
約
点
に

達
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
庁
異
H
と
M
同
H
の
内
容
を
な
す
鍵
概
念
は
、

そ
れ
ぞ
れ
M
自
然
H
と
が
理
性
H

で
あ
る

カ3

前
者
に
潜
む
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
、

そ
こ
に
字
ま
れ
た
理
論
的
発
展
の
可
能
性
の
質
、
さ
ら
に
い
え
ば
、

一
方
(
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
)
に
お
け
る
一
定
の
価
値
を
と
り
こ
ん
だ
他
方
(
ロ
ッ
ク
)
に
お
け
る
先
鋭
な
発
展
の
可
能
性
の
考
察
は
、

次
節
の
課
題
と
し
て

次
稿
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

J
』

守

山

日

、

ナ
'
ふ
ん

本
節
で
は
、

少
く
と
も
、

ロ
ッ
ク
に
よ
る
方
位
転
換
を
含
ん
だ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
受
容

ー
ー
が
受
容
H
の
局
面
に
関
し
て
は
前
稿
で
論
じ
た
ロ
ッ
ク
の
主
観
的
意
図
よ
り
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
理
論
分
析
に
よ
っ
て



M
方
位
転
換
H

含
み
で
あ
る
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
ー
ー
と
い
っ
た
観
点
か
ら
し
て
、

き
両
者
に
お
け
る
一
定
の
共
通
の
地
平
を
確
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
さ
ら
に

当
然
に
、

前
提
に
さ
る
べ

こ
の
こ
と
は
、

ロ
ッ
ク
の
議
論
の
構
成
の
奥
に
あ
っ
て
、

し、

ぜ
ん
と
し
て
ロ
ッ
ク
を
し
て
ソ
フ
ィ
ス
ト
側
に
質
的
に
追
い
や
ら
な
い
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
観
念
を
つ
き
と
め
る
乙
と
に
他
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

い
ま
一
度
、

ロ
ッ
ク
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
異
同
の
両
局
面
に
顔
を
見
せ
た
「
理
性
に
則
っ
た
精
神
の
活

動
(
を
忌
内
向
ゼ
臥
も
『
R

R

E
誌
な
苫
ヒ
)
」

に
た
ち
返
る
ζ

と
に
な
る
。

端
的
に
い
っ
て
、
そ
れ
は
、

そ
の
政
治
的
現
わ
れ
と
し
て
の

同

意
H

を
支
え
る
価
値
的
基
盤
の
探
求
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、

ロ
ッ
ク
の
が
自
然
状
態
H

が
H
諸
不
都
合
H

の
み
を
も
っ
て
成
立
す
る
観
念
で
も
な
け
れ
ば
、

セ
ネ
カ
的
な
古
き
良
き

ジョン・ロック、同意、論の歴史的位置(三)

や
聖
書
的
な
堕
罪
以
前
の
無
垢
の
状
態
と
い
っ
た
素
朴
な
歴
史
的
な
い
し
宗
教
的
な
観
念
で
も
な
く
、

一
定
の
価
値
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
の
き
わ
め
て
合
目
的
的
で
、
そ
の
た
め
の
目
的
を
有
し
た
、
消
極
的
因
子
H

M

諸
不
都
合
H

と
積
極
的

因
子
H

M

自
然
法
H

す
な
わ
ち

H

理
性
H

を
軸
と
す
る
社
会
関
係
と
か
ら
な
る
構
成
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
他
の
機
会
に
論

こ
こ
で
は
再
論
を
し
な
い
。
た
だ
、
そ
う
し
た
庁
自
然
状
態
H

の
観
念
の
構
成
的
性
格
か
ら
た
だ
ち
に
ロ
ッ

「
黄
金
時
代
」

庁
政
治
社
会
H

に

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、

ク
M
政
治
社
会
H

の
恐
意
的
人
為
性
を
帰
結
す
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
そ
の
構
成
内
容
を
成
す
積
極
・
消
極
両
因
子
の
ロ
ッ
ク
に
よ
る
入

念
な
配
置
か
ら
し
て
早
計
に
過
ぎ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ロ
ッ
ク
l

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
対
質
の
ア
ク
シ
ス
に
即
し
て
み
た

場
合
、
そ
う
し
た
構
成
的
概
念
と
し
て
の
ロ
ッ
ク
に
よ
る

H

自
然
状
態
U

の
採
用
は
、
右
に
見
た
ご
と
く
発
展
的

M

自
然
d

k
基
づ
く
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
政
治
論
と
の
組
舶
の
源
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
合
目
的
的
で
構
成
的
な
性
格
の
ゆ
え
に
、
構
成
つ
ま
り
議

論
の
提
示
の
仕
方
の
下
に
ロ
ッ
ク
を
し
て
親
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
ら
し
め
る
基
盤
存
在
の
可
能
性
を
も
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
ダ
ニ
ン
グ
、

マ
ッ
キ
ル
ウ
ェ
イ
ン
や
セ
イ
パ
イ
ン
等
の
通
史
的
通
説
や
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、

コ
ッ
ク
ス
等
の
反
対
説
を

カ
l
ラ
イ
ル
、

と
り
ま
ぜ
た
従
来
の
諸
説
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
い
か
に
逆
説
的
な
が
ら
も
、
以
下
の
考
察
よ
り
浮
上
し
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
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「
人
聞
の
働
き
は
理
性
に
則
っ
た
精
神
の
活
動
で
あ
る
」

と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
格
言
を
振
り
か
ざ
し
て
い
た
若
き

ロ
ッ
ク
は
、
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頃
よ
り
、

ソ
フ
ィ
ス
ト
的
な
利
害
均
衡
論
|
|
利
害
調
整
的
な
人
為
と
し
て
の
が
同
意

H
lー
を
斥
け
て
い
た
崎
、

さ
ら
に
成
熟
し
た

『
統
治
論
』
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
自
然
状
態
と
戦
争
状
態
と
の
聞
に
は
、
そ
れ
ら
，
を
混
同
し
た
人
び
と
が
こ
れ
ま
で
い
た
と
は
い
え
、
平
和
・
善
意
・
相
互
扶
助
の
状
態
と
怨
恨
・
悪

意
・
暴
力
・
相
互
破
壊
の
状
態
と
の
聞
に
あ
る
く
ら
い
の
大
き
な
隔
り
が
あ
る
」

(
E
-
m
)。

勿
論
、

「
平
和
・
善
意
・
相
互
扶
助
の
状
態
」
は
、

引
用
自
体
の
表
現
|
|
「
:
:
:
に
あ
る
く
ら
い
の
大
き
な
隔
り
(
白
白
貯
吋
仏

Z
E
E
-

そ
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
む
し
ろ
、

ロ
ッ
ク
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
て
、
庁
自

自
・
・
・
)
」
ー
ー
が
示
す
よ
う
に
、

H

自
然
状
態
山

然
状
態
H

の
積
極
的
因
子
に
着
眼
し
た
強
意
法
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
積
極
的
側
面
に
即
し
て

M
自
然
状
態
H

を

見
る
と
き
、
「
情
念
や
利
害
に
よ
っ
て
人
は
誤
っ
て
引
用
し
た
り
適
用
し
た
り
す
る
」
可
能
性
は
存
在
す
る
も
の
の
、
「
人
間
の
心
以
外
の

ど
乙
に
も
見
出
さ
れ
え
な
い
書
か
れ
ざ
る
自
然
法
」

(
E
-
m
)
が
支
配
し
、

彼
ら
が
そ
れ
に
計
り
さ
え
す
れ
ば
(
さ
宮
三
-
二

u
E
S
S
E
-同

-ci---何
人
志
他
人
の
生
命
・
健
康
・
自
由
・
財
産
を
害
す
べ
き
で
な

こ
の
法
の
別
言
で
も
あ
る

「
理
性
が
す
べ
て
の
人
類
に
、

い
乙
と
を
教
え
て
い
る
」
状
態
な
の
で
あ
る

(
E
・
6
)
。

ロ
ッ
ク
が
そ
の
状
態
か
ら

H

同
意
H

に
よ
っ
て
脱
脚
す
る
と
い
う
場
合
、
彼

は
、
こ
の
積
極
的
因
子
の
放
郷
を
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
消
極
的
因
子
の
除
去
を
意
図
し
た
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
結
果
、

「
自
然
法
の
拘
束
力
は
、
〔
政
治
〕
社
会
に
お
い
て
止
む
の
で
は
な
く
、
た
だ
多
く
の
事
例
に
わ
た
っ
て
精
細
に
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、

付
加
さ
れ
た
人
定
法
に
よ
っ
て
そ
の
遵
守
を
強
化
す
る
の
で
あ
る
」

(
H
-
m
)
。

公
知
の
罰
則
が

こ
う
し
て
判
明
す
る
よ
う
に
、

H
自
然
状
態
H

か
ら

H
政
治
社
会
H

へ
の
転
換
は
、

非

A
か
ら

A
な
い
し
は

A
か
ら
非

A
へ
と
い
っ
た

異
質
的
転
換
で
は
な
く
、
共
通
の
基
盤
に
立
っ
た
ル

l
ズ
さ
の
払
拭
な
い
し
は
そ
の
強
化
に
他
な
ら
怠
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、

が
同
意
H

は、

そ
の
転
換
の
仲
介
因
と
し
て
同
じ
共
通
の
基
盤
の
上
に
存
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

H

同
意
N



は
、
共
通
の
基
盤
H

H

自
然
法
H

H

M

理
性
ぺ
す
な
わ
ち
ロ
ッ
ク
の
い
う
「
人
間
性
の
諸
原
理
(
岳
町
一
司
ユ
ロ
円
目
立

g
え
出
口
自
由
ロ

Z
同
昨
日
刊
)
」

(
瑚
)

(
E
-
m
)
な
い
し
「
自
然
的
諸
原
浬
(
℃
ユ
ロ
n
f
s
ロ
巳
ロ

E-g)」
を
基
盤
と
し
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
創
設
や
消
去
の
た
め
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
の
実
効
化
の
た
め
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
が
同
意
H

は、

い
か
に
も
が
政
治
社
会
H

の
設
立
な
い

し
そ
れ
へ
の
加
入
の
要
件
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け

H

政
治
社
会
H

自
体
が
、

H

同
意
H

の
存
立
基
盤
で
あ
っ
た

「
人
間
性
の
諸
原
理
」

の
拘
束
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

そ
の
庁
同
意
H

の
存
立
基
盤
を
他
の
角
度
か
ら
眺
め
て
み
れ
ば
、

社
会
、

す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に

そ
れ
は
す
で
に
「
人
間
性
の
諸
原
理
」
を
紐
帯
と
し
た

(
則
)

「
自
然
的
共
同
体
吉
田
昨
日
田

-
n
o
g
g
g
-
4
)」
(
E
-
m
)
で
あ
り
、

ロ
ッ
ク
の
表
現
に
よ
れ
ば
、

あ
る
い
は
ロ
ッ
ク
が
若
き
著
作
に
お
い
て
活
か
し
き
れ
な
か
っ
た
表
現
に
よ
れ
ば
、

ジョン・ロッ夕、同意、論の歴史的位置(今

「
自
然
そ
れ
自
体
を
源
泉
と
す
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て

(

叫

)

(

即

)

の
人
聞
に
共
通
の
伺
ら
か
の
原
理

(
2
5
5ロ
ロ
白
色

E
g色
。
自
己

σ
5

叩

HOB-ロ
5
5
胃

E
n
s
-ロ
ヨ
)
」
に
基
づ
く
人
聞
社
会
で
あ
る
。
だ

(
山
)

「
生
得
的
観
念
」
|
|
ロ
ッ
ク
が
あ
れ
ほ
ど
激
し
く
攻
撃
し
た
観
念
|
|
の

が
、
こ
こ
に
い
う
が
基
づ
く
H

と
か

M

紐
帯
H

は、

勿
論
、

そ
れ
自
体
客
観
的
・
普
遍
的
で
共
通
芯
「
自
然
法
と
〔
人
間
の
〕
理
性
的
自

(
問
)

然
の
聞
の
適
合
性

(no口〈
S
H
O
E
S
-ロ
宮
『

E
R
G
-
白
-
B
E
E
-
O
B〕
-
o
m
O
B
E
E
E
Eロ
円

E
Z
E
-
O
B
〔

FOBS-m〕
)
」
を
根
拠

つ
ま
り
「
す
で
に
認
識
さ
れ
た
自
然
法
自
体

(
S
S
Z
M
E
Z
g
o
官

B

g
官
芹
同
)
」

(
即
)

「
正
し
い
も
の
の
理
性
的
認
識

(
2
2
-
z
t。
)
」
の
共
通
性

[
i
「
統
治
論
』

前
提
を
さ
し
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、

そ
れ
ら
は
、

と
し
た

H

理
性
H

へ
の

H

自
然
法
ρ

の
映
像
化
、

(
間
)

と
し
て
の
「
正
し
い
理
性
(
「

R
E
E己
O)」
な
い
し
は

で
は
認
識
と
そ
の
客
体
に
つ
い
て
の
乙
の
構
造
を
端
折
っ
て
「
か
の
〔
自
然
〕
法
で
あ
る
理
性
」

(
E
-
6
)
と
し
て
両
者
を
単
純
に
等
置

「
共
通
の
規
準
・
準
尺

(
H
E
8
5
5
0ロ
P
H
Z
回
忌
冨

g
E
B
)

す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
は

た
る
理
性
」

(
E
・
1
)
の
表
現

を
得
る
ー
ー
ー
を
さ
し
示
す
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

そ
の

H

正
し
い
理
性
山
す
な
わ
ち

H

自
然
法
山
内
容
は
、
右
に
い
う
よ
う
に
「
何
人
も

他
人
の
生
命
・
健
康
・
自
由
・
財
産
を
害
す
べ
き
で
な
い
」
こ
と
を
命
じ
、

「
万
人
を
拘
束
下
に
お
く
(
。

σzmmmO〈
白
弓

oロ
白
)
」
の
で

49 

と
い
っ
た
、

ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て

M

プ
ロ
パ
テ
ィ
H

と
概

あ
る
か
ら

(
E
・
6
)
、
H

同
意
H

の
基
盤
は
、
庁
生
命
H

-

M

自
白
山
・

M

財
産
。
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(
別
)

括
的
に
表
象
さ
れ
る

(
E
-
U、

m)
諸
価
値
l
|
そ
れ
は

M
自
然
法
H

と
同
じ
程
度
に
客
観
的
で
あ
る
が
|
|
¥

の
相
互
承
認
、
そ
れ

を
正
し
い
こ
と
と
了
解
す
る
規
範
的
意
識
、

さ
ら
に
、

に
支
え
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
、

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
根
底
に
は
庁
自
然
法
H

と
適
合
的
な
る
1

1
つ
ま
り

H
自
然
法
H

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、

ロ
ッ
ク
の
場

ム口、

そ
の
も
の
で
も
が
生
得
的
観

念
H

で
も
な
く
、
い
わ
ば
庁
生
得
的
構
造
。
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
人
聞
の
が
理
性
的
自
然
府
|
|
『
統
治
論
」
で
は
単
に

H
自
然
。
ー
!
の

コ
ミ
ェ
=
テ
イ

共
有
が
あ
っ
て
乙
れ
を
支
え
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

「
理
性
的
自
然
を
具
備
す
る
す
べ

乙
の
ハ
自
然
〕
法
に
縛
ら
れ
ぎ
を
を
え
な
い

(
瑚
)

『同巴

O
Bロ
ロ
白

Z
E
胃
g
e
g
p
E
O回
付

o
gロ
g
c
z
s
c
o
y
o
s
g
g
g
n
〔
ロ
白
宮
司
帥
月
二

m
m
m
gロ
∞
ユ
)
」
、
な
い
し
は
「
万
人
は
自
然

の
一
つ
の
共
通
性
を
分
け
も
っ
て
い
る

(mFREm-
同ロ

E
Oロ
o
n
o
g
Bロロ
-
q
E
Z
E
R
O
)」
(
E
・
6
)
、
と
。
要
す
る
に
、
ロ
ッ
ク

(
川
)

の
H
自
然
。
が
い
か
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
発
展
性
の
観
念
を
喪
失
し
た
も
の
で
は
あ
っ
て
も
そ
の

M
自
然
H

が
、
そ
し
て

H

理
性
H

す

な
わ
ち
庁
正
し
い
こ
と
の
理
性
認
識
H

が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

H

直
覚
H

と
の
聞
に
ど
れ
ほ
ど
の
認
識
論
的
落
差
を
も
つ
の
で
あ
れ
そ
う

(
山
)

し
た
認
識
が
、
所
詮
、

て
の
存
在
、

つ
ま
り
ど
乙
に
い
る
の
で
あ
れ
す
べ
て
の
人
聞
は
、

(ロ
2
2
8
2件

0
2
2

値
的
性
格
を
付
与
す
る
と
い
っ
た
こ
の
構
造
こ
そ
、

政
治
論
的
に
は
一
定
の
諸
価
値
の
共
有
を
現
出
し
、

注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

も
っ
て

H

同
意
H

論
の
基
盤
と
な
り
、
が
政
治
社
会
w
に
価

ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、

M
同
意
向
H

は、

け
っ
し
て
が
自
然
H

を
否
定
し
て
主
観
的
・
恋
意
的
価
値
基
準
ぞ
創
出
す
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
し
て
や
客
観
的
諸
価
値
の
産
み
の
親

で
も
な
い
|
|
こ
う
し
た
意
味
で
の
意
志
的
発
動
は
「
一
人
の
万
能
者
、
無
阪
に
賢
明
な
る
創
造
者
」
な
る
が
神
H

に
と
っ
て
お
か
れ
て

い
る

(
E
・
7
、
問
)
|
|
。
か
え
っ
て
、
が
同
意
H

は
、
客
観
的
諸
価
値
の
「
精
細
化
」
と
「
強
化
」
を
、

M
政
治
社
会
H

の
設
立
な
い

し
そ
れ
へ
の
加
入
と
い
う
形
に
よ
っ
て
、
申
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た

H
同
意
H

は
、
人
間
と
獣
の
よ
う
な
「
伺
ら

の
社
会
も
安
全
性
も
も
ち
え
な
い
(
の

B
E
g
g
ω
o
n
-
o
q
ロ
2
P
2
ュq
)」
関
係
の
場
に
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
も
い
う
ま
で
も

ナ
チ
ユ
ヲ
N
・

コ

ミ

ユ

-

一

テ

イ

ワ

シ

・

コ

ミ

ユ

巴

テ

イ

・

オ

プ

・

ネ

イ

チ

ヤ

1

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
自
然
的
共
同
体
」
な
い
し
は
「
自
然
の
一
つ
の
共
通
性
」

の
強
固
化
と
し
て
の
、

政
治
権
力
の
母
胎
た
る
「
共

同
体
(
同

E
n
o
s
S
E
E
3」
|
|
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
こ
の

H
共
同
体
H

が
政
治
権
力
の
現
実
的
担
持
機
関
を
有
し
た
状
態
が

H
政
治
社



A
E
H
と
呼
ば
れ
る
の
だ
が
ー
ー
が

(
E
-
U
)
生
ま
れ
う
る
の
は
、
そ
う
し
た
場
に
お
い
て
で
は
到
底
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、

H
正
し
き
理
性
H
す
な
わ
ち
が
自
然
法
山
を
紐
帯
と
す
る
社
会
性
が
庁
同
意
H
を
通
じ
て

N

政
治
社
会
H

と
い
う
現
実
化
さ

れ
た
社
会
|
|
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
を
が
自
法
法
H
を
軸
と
す
る
社
会
関
係
が
強
化
さ
れ
た
と
い
う
怠
味
で
「
各
成
員
が
相
互
の
影
響
・
同
情

・
連
繋
を
保
持
し
あ
う
」
「
有
機
的
統
一
体
(
O
ロ
∞

g
Z円四ロ円

-
E
D
m
g身
)
」
と
形
容
し
さ
え
す
る
ー
ー
に
転
じ
る
と
い
う
構
造
は
、

以
上
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ロ
ッ
ク
l
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
対
質
論
議
に
お
け
る
大
き
な
一
つ
の
柱
と
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る

コ
イ
ノ

1
ニ
7

H
政
治
社
会
H
に
向
け
て
の
人
間
的
発
展
の
基
盤
と
し
て
の
基
礎
的
社
会
性

l
l精
神
的
諸
価
怖
の

N

共
有
H
|
|
と
、
ロ
ッ
ク
に
お

ー
ミ
ニ
ニ

y
イ

け
る

M

政
治
社
会
H
に
お
い
て
強
固
化
さ
れ
る
庁
自
然
法
H
を
軸
と
す
る
社
会
性
|
|
自
然
的
H
共
同
体
ρ

1ー
ー
と
、
と
い
っ
た
、
そ
れ

か
く
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ジョン・ロッ夕、同意、論の歴史的位置(三)

ぞ
れ
の

M

同
意
H
の
某
一
盤
と
な
る
共
通
の
地
平
の
確
定
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
同
時
に
、

こ
う
し
た
両
者
に
相
似
的
な
構
造
の

ま
さ
に
基
礎
的
社
会
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
す
で
に
、
両
者
の
政
治
論
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
相
違
が
旺
胎
し
て
い
る
こ
と
も
事

乙
の
相
違
を
皮
相
的
な
ら
ざ
る
層
に
お
い
て
次
節
で
さ
ら
に
探
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
そ
の

一

ア

ロ

ス

オ

リ

ジ

ヅ

μ

相
違
に
お
い
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
究
極
像
と
し
て
の
庁
自
然
H
と
起
源
像
と
し
て
の
庁
自
然
山
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
論
に
お
け
る
境

位
の
相
違
l
l
|
注
(
山
)
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
と
き
庁
間
性
山
の
位
相
の
相
違
に
も
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
ー
ー
を
も
た

ら
し
た
根
本
的
な
方
位
転
換
な
ら
び
に
そ
の
政
治
論
的
発
展
の
可
能
性
の
質
が
、
よ
り
具
体
的
に
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

実
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、

註
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(
必
)
の
同
・
、
。
~
と
た
♂
国
-
W
(
H
N
∞
D
白
ω
品
、
J
、
印
-
H
N
∞
c
σ
H
o
t
N
)
・

(
印
)
の
戸
ω
田
区
ロ
ク
の
巾
O吋
m
o
出

J

h
同
な
な
ミ
。
L

司
、
。
~
む
た
と
吋
君
。
ミ
(
H
4
2司

JFユ
向
い
同
巾
H
M

円
可
国
O
H
同
h
w
の
0
・
・
5
ω
凶

)
-
u
u・
ω
H
i
N
一

冨
巳
間
出
口
・
。
h
v

・
Q
F
H
)
-
H
∞
・
よ
り
詳
し
く
は
、
ロ
同
・
ω
戸
口
円
【
白
山
「
唱
、
吋
・
〉
J

入
山
尚
な
芯
ミ
ミ
c
z
S
N
U
ミ
な
た
ミ
吋
p
g
h
a
p
H
(
F
o
ロ
門
目
。
口
一

周

O
E
2
0
円
山
m
p
H
8
3
・
同
)
同
)
・
一
-
D
i
u
-
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〈
臼
)

(
臼
)

(
国
)

(
弘
〉

。
戸
、
。
h
h
H
h円
♂
戸
宵

(HN
∞C
σ
叫
、
t
g
・

政
治
社
会
(
司
丘
町
内
)
を
乙
の
よ
う
に
呼
ぶ
呼
び
方
に
つ
い
て
は
、
口
同
・
&
ミ
-
L
L
(
H
N
同
国
叶
)
h
?
ロ
(
H
N
O
H
同
お
)

U

園、
u
円
(
尽
叫
N
σ
H
)
・

《

U

同-hhwた同・・国・

4
同(HNU可
申
国

NH)・

。
同
・
芯
ミ
・
・
国
・
，
『
由
民
(
H
N
a
日
、
σ
ω
t
吋
)
・
た
だ
し
、
原
文
は
、

4
3宅
。
司
王
一
も
叫
叫
崎
町
向
同
町
屯

C
X角
的
合
民
主
的
・
芳
司
、
r
立
で
を
角
川
吋
主
・

、
e
q
E
え
司
え
な
~
h
h
E
E
-
-
(
「
欲
望
の
本
性
は
限
度
が
無
い
こ
と
に
↑
仔
し
、
多
数
〔
を
な
す
民
衆
〕
は
こ
れ
を
満
た
す
た
め
に
生
き
て
い
る
」
)

で
あ
る
。

(
出
)
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
当
時
の
ア
テ
ネ
民
主
制
の
精
神
状
況
を
次
の
よ
う
な
批
判
の
限
で
眺
め
て
い
た
。
「
今
日
、
人
び
と
は
、
国
庫
か
ら
な

り
公
職
か
ら
な
り
利
益
を
得
る
目
当
て
で
、
統
治
の
役
に
居
続
け
る
ζ

と
を
欲
す
る
(
ゼ
ロ
ヒ
忠
h
h
k
r
主
的
E
宮
r
p
内
叶
S
h
r
・
b
2
F
E
z
p

g
~
込
町
h
n
叶
崎
町
会
誌
時
h
u
£
2
2
内
2
5
H
R
即
時
保
豆
町
内
ビ
)
」
(
芯
町
、
・
・
園
-
i
Q
N
3
同
ロ
t
印
)
)
。
「
か
く
て
、
一
方
で
は
、
共
同
的
利

益
を
追
求
す
る
よ
う
な
政
治
社
会
体
制
(
h
q
史
、
守
司
え
ミ
丸
島
町
立
E
E均

g
官
喝
な
を
2
2
。
E
E
)
は
、
ま
さ
に
正
当
的
な
(
弘
三
角
川
)
体

制
で
あ
っ
て
、
絶
対
的
な
正
義
の
規
準
に
即
し
て
い
る
(
言
叶
A
w
s
n
r
吋
志
向
白
川
2
3
で
)
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
支
配
者
た
ち
だ
け
の
私
益

を
追
求
す
る
よ
う
な
政
治
社
会
体
制
(
h
q
R
忠
〔
司
之
内
2
宮
内
〕
之
、
1
2
E
ヒ
〔
q
さ
4
9
h
E
ゼ
〕
1
5
ヒ
叶
舎
内
即
、
な
5
5
〔
2
。
2
宮
古
〕
)
は
、

す
べ
て
正
当
的
体
制
の
墜
落
・
逸
脱
形
態
で
あ
る
(
守
主
3
1
5
h
H
h
Z
E
尚
昆
~
河
島
市
w
z
h
w
p
沼
町
内
叶
め
て
弘
、
E
E
司
え
S
m
h
ら
て
〔
丸
q
h
モ
〕
)

ζ

と
は
、
明
白
で
あ
る
。
:
:
:
そ
う
し
た
体
制
の
逸
脱
形
態
と
し
て
:
:
:
民
主
制
は
理
想
的
政
体
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
(
g
E
も
E
-
拘
お
忠
2
F

丸
、
4
E
で
E
F
-
-
S
E
旬
、
号
含
影
〔
向
耳
、
同
主
主
、
円
陣
内
定
的
〕
司
豆
町
立
川
白
色
。
:
:
:
な
ぜ
な
ら
ば
:
:
:
民
主
制
は
、
貧
し
い
人
び
と
の
利
益
を
関
心

事
と
し
て
お
り
:
:
:
公
益
(
ユ
ヨ
喝
さ
E
も
む
2
2
包
セ
)
を
関
心
事
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
(
芯
ミ
J

園
-
i
(
同
時
也
印
可
I
N
S
・

4戸
山

(HN這
σ

↑t
E
)
)
。
さ
ら
に
、
「
そ
う
し
た
こ
と
〔
す
な
わ
ち
、
も
っ
と
も
民
主
制
的
な
体
制
下
で
そ
の
原
理
を
裏
切
る
よ
う
な
ζ

と
が
生
じ
る

こ
と
〕
の
原
因
は
、
彼
ら
が
自
由
に
拙
劣
な
定
義
を
下
し
て
い
る
(
E
吉
田
司
令
ぉ
。
ミ
史
2
ご
怠
凡
喝
さ
E
)
と
と
に
あ
る
。
(
つ
ま
り
、
多
数
派

支
配
(
立
之
江
向
N
E
向
V
E
E
も
h
E
)
と
自
由
(
叫
た
E
F
ミ
&
と
い
う
こ
点
に
お
い
て
、
民
主
制
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ご
と
く
だ
か
ら
で

あ
る
。
)
す
な
わ
ち
、
実
際
、
〔
そ
の
体
制
下
で
は
〕
正
義
と
は
平
等
で
あ
り
、
平
等
と
は
大
衆
に
と
っ
て
普
し
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
何

で
も
支
配
力
を
も
つ
こ
と
だ
と
前
提
さ
れ
て
い
る
(
守
s
g
z
丸
2
5
h
〕
白
・
h
目

伊

良

2

2、
見
合
た
〔
心
者
叶
。

r・
に
E
h
h
な
h
g
)
か

ら
で
あ
り
、
ま
た
自
由
〔
・
平
動
〕
と
は
何
で
も
人
が
欲
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
な
す
こ
と
だ
と
前
提
さ
れ
て
い
る
Q
y
u
q
苦
言
影
Q
Z
R

に
E
h
〕
〔
E
~
守
主
〕
株
主
h
コ
舎
、
急
』
4
3
h
叶
同
町
宮
古
川
ビ
)
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
よ
う
位
民
主
制
に
お
い
て
は
、
各

人
が
欲
す
る
ま
ま
に
、
(
ら
内
〔
同
E一

q
g
的
〕
も
急
か
g
-
h
)
、
そ
し
て
エ
ウ
リ
ピ
デ
l
ス
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
『
そ
の
好
む
と
こ
ろ
を
目
指
し
て



ジョン・ロック、同意、論の歴史的位置伺

(向phH、』市町一
EMミ
)
」
生
き
る
ζ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
そ
れ
は
思
慮
な
き
こ
と
で
あ
る
(
g
b
g
h
.
r
え
も
虫
記
号
)
」
(
&
ミ
・
・

ヲ
釘

(
E
H
O
担
問
t
包
)
)
。
以
上
の
他
に
も
、
江
-w

冊

-mJ
芯
h
F
F
4
2
N
叫
∞
M
W

也
、
E
H
O
)
u
g
-
Z
(
E
H
U
即
位
t
E
H
也
ぴ
ω
N
)
・

な
お
、
右
の
引
用
中
、
発
付
き
の
ハ
〕
内
は
ベ
ッ
カ
l
版
(
回
目
宵

w
m
F
H
J
K
曲
、
h
a
ミ
と
な
。
、
号
令
国
)
に
あ
る
が
、
同
阻
n
r
F
胆
自
の
読
み

に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
を
示
し
、
他
の
ハ
〕
内
は
す
べ
て
意
味
を
補
う
た
め
に
友
岡
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
正
義
の
起
源
と
本
質
を
利
己
的
利
益
の
衝
突
の
調
整
す
な
わ
ち
「
契
約
(
内
E
ミ
ミ
)
」
に
見
た
ア
テ
ネ
人
た
ち
の
通
説
を
紹
介
し
た
グ
ラ
ウ

コ
ン
に
つ
い
て
は
、
丘
-
E
巳
0
・
吋
官
同
e
s
h
F

回二
t
g
・
2
匂
・
出
(
鋭
∞
問
、
t
ω
印
U
K
F
)
・
プ
ラ
ト
ン
の
超
越
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

本
文
な
ら
び
に
次
注
(
釘
)
、
後
注
(
泊
)
を
参
照
。
な
お
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
口
。
〉
司
一
何
回
〉
か
ら
の
引
用
に
当
っ
て
は
、
山
本
光
雄
訳
『
国

家
』
(
河
出
書
房
、
昭
和
四

O
年
)
お
よ
び
ω
v
o円
3
1
・
M
M
胆
巳
w

四
円
同
・
出
口
弘
同
『
J
M
U
E
E
~
叫

dhwG勾ぬ』

V
Sと
3
N
〈
。
-
m
-
(
巧
皆
目
白
自
国
巳
ロ
2
出
回
P

、

F
o
ロ
向
日
o
p
H
C品。
)
U
の
炉
開
日
σ
『
M
J
何
回
目
Z
・

2
胆
区
目
立
件
吋
由
巴
一
角
同
・
・
、
宮
略
。
=
・
・
h
a
h柑
h
h
w
一
居
申
一
ご
.
由
R
P
ω
件
。
自
由
・
(
ω
o
a
か
け
か
円
円
切
向
山
伊
丹
問
。
ロ
〈
F
2
v

切
m
w
z
g
F
m
w
件
可
g
v
・
】
U
m
q
u
・
5
h
F叶
t
由
)
を
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
の
文
脈
に
適
宜
合
せ
て
、
訳
出
し
た
。

〈
釘
)
包
ミ
・
民
・
民
(
印
誌
〉
)
・
た
だ
し
、
山
本
訳
は
、
「
俗
主
的
な
本
性
は
真
の
自
由
も
友
情
も
つ
ね
に
味
わ
う
乙
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
あ

る
が
、
原
文
で
は
、
2
e
E
h
喝
さ
町
民
的
色
、
円
乏
を
』
ヘ
白
内
含
色
。
町
内
さ
も
白
5
2
4
1
史
的
恥
丸
除
『
E
2
。
時
三
と
な
っ
て
お
り
、
会
恥
』
4
h
w
色
町
ミ
と
い

う
単
数
属
格
形
は
、
ω
F
O
吋
巾
司
に
お
い
て
も
の
H
H
白
B
σ
弓
一
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
同
門
m
m
a
o
g
o
『
件
吋
ロ
叩
骨
ぽ
ロ
円
四
回
E
M
U
-
-
R
門
戸
口
同
ロ
件
P
Z

ロ
σ
m
2
b
Z
伊
目
、
白
5
5
b
d
『
恥
ユ
S
E
R
-
と
し
て
、
ぷ
込
町
白
内
3

に
の
み
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
自
由
観
そ
の
も
の
と
深
く

関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
で
以
下
で
検
討
す
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
意
味
の
上
か
ら
は
山
本
訳
で
よ
い
。

「
国
家
』
に
お
け
る
「
自
由
」
が
プ
ラ
ト
ン
の
自
由
観
に
よ
る
か
ア
テ
ネ
に
流
行
の
自
由
観
に
よ
る
か
、
そ
の
使
わ
れ
て
い
る
文
脈
か
ら
判
別

す
る
こ
と
は
、
さ
し
て
困
難
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
使
わ
れ
方
を
集
積
し
て
再
構
成
す
れ
ば
、
ほ
ぽ
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
ア
テ
ネ
に
流
行
の
自
由
観
1
1
1
こ
れ
は
、
す
で
に
注
(
日
)
で
見
た
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
批
判
の
対
象
に
も
な
る
も
の
だ
が

ー
ー
は
、
次
の
一
文
に
典
型
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
さ
て
、
そ
こ
で
、
〔
民
主
制
下
に
お
け
る
〕
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
生
活
様
式
を
生
き
て
い

る
の
か
:
:
:
そ
し
て
翻
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
〔
民
主
的
〕
政
治
社
会
体
制
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
の
か
(
え
E
g
。
r
・
・
・
。

V
R

〔
p
g
官
。
ξ
良
之
白
〕
4
E
S
。
P
E
宮
山
内
角
~
g
h
由
史
的
叫
g
h
E
叶
4
も
さ
ぞ
2
P
5
2ミ
2
も
民
叶
-
R
4
旬
、
叶
~
〕
)
。
な
せ
な
ら
ば
、
そ
の

よ
う
な
男
ハ
の
生
き
様
〕
が
民
主
制
的
男
〔
の
そ
れ
〕
で
あ
る
ζ

と
と
判
明
す
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
ゆ
え
に
、
ま

ず
、
彼
ら
は
自
由
な
る
人
間
で
あ
っ
て
(
。
ξ
。
ε
3
h
u
g
セ
ー
ピ
ま
と
な
P
E
h
)
、
そ
し
て
そ
の
政
治
社
会
は
自
由
と
図
々
し
き
の
気
に
充
ち

た
も
の
と
む
り
(
E
~
C
E
P
ミ
白
内
崎
司
ご
み
E
q
ヰ
E
一
~
司
由
、
喜
一
叉
角
的
文
官
向
叶
島
町
)
、
そ
こ
で
は
何
で
も
欲
す
る
こ
と
を
す
る
気
ま
ま
な
自
由

53 
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が
存
在
す
る
の
で
あ
る

(E~
及
。

E
E
Q
2
E〕
P
E
4
2
z
p
h
え
叶

h崎
、
急
な

Sh)」
(
&
ミ
J

J

国
弘
(
印
勾
k
r
l
切
)
)
。
さ
ら
に
、

「
〔
民
主
制
的
人
聞
は
〕
ま
た
、
偶
然
的
に
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
欲
望
に
こ
の
よ
う
に
日
々
耽
り
な
が
ら
生
き
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

(E~ιwsg

込
町
民
h

三
五
、
号
。
m
s
w
H
白
ミ
門
会

E
。内

4
3
2ヨ
司
叶
。
民
主
何
日

P
X
Q
)。
:
:
:
そ
し
て
、
彼
の
と
の
生
活
に
は
、
何
ら
の
秩
序
も
必
然
性

も
現
存
せ
ず
、
か
え
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
そ
の
生
活
を
心
地
よ
く
、
そ
し
て
自
由
で
幸
福
な
も
の
と
称
し
つ
つ
、
彼
は
そ
の
生
活
に
ど
乙
ま
で
も

従
事
す
る
の
で
あ
る
」

QFE--
園
"
弘
2
3
2の
lu))。
か
く
て
、
乙
の
範
跨
に
お
け
る

2回
由
d

す
な
わ
ち
、
い
わ
ば
グ
ア
テ
ネ
的
民
主
制

的
自
由
(
品
川
』

E
Pミ
R
4
2
E主
角
叶
ヘ

zr.hhyマ
史
的
)
H

は
、
グ
何
で
も
欲
す
る
乙
と
を
仕
す
ζ

と
が
で
き
る
ζ

と
(
叫
必

g
q
R
2
2
e

h

え
史
的
、
。
鉛
ロ
史
)
グ
な
い
し
は
グ
偶
然
的
欲
望
へ
の
耽
溺

(
H
白
も
お
納
豆
島
町
品
ミ
ミ
ヨ
ヨ
忌
主
命
込
主
主
)
H

を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
意
中
に
在
る

2
自
由
d

は
、
そ
う
し
た
流
行
の
自
由
観
と
対
極
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
徳
と
客
観
的
真

理
認
識
に
相
即
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
観
的
・
感
性
的
・
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、
客
観
的
・
理
知
的
・
必
然
的
な
も
の
で
な
け
れ

ば
芯
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
行
為
に
お
い
て
も
言
葉
に
お
い
て
も
可
能
な
か
ぎ
り
完
全
に
徳
に
匹
的
・
照
応
し
た
人
聞
が

S
Lも
白
と

ξ
ミ
地
司

S
E
e
l
Eゼ

E
~
ら

E
5
1
5ヒ
ー
言
内

g
白
白

C
E叶
。
口
叶
乙
宮
崎
町
、
ミ
・

3
3
~
な
『
宅
)
、

ζ

れ
〔
現
在
の
ア
テ
、
不
〕
と
同
様

な
政
治
社
会
に
お
い
て
支
配
の
座
に
あ
る
の
を
(
白

E
白
ミ
怠
ミ
叶
角
川
ヒ
肖
岳
民
咋
な
白

2
5守
町
)
、
〔
そ
の
よ
う
な
支
配
者
が
〕
一
人
で
あ
る
か

複
数
で
あ
る
か
を
関
わ
ず
、
彼
ら
は
見
た
と
と
が
な
い
の
で
あ
る
(
(
包
同
ふ

2
3
F旬、
A
R
S
-
E
。
u
g
m
E
。
u
a
江
氏
。
C

円
)
。
:
:
:
ま
た
、

翻
っ
て
、
高
貴
で
自
由
な
る
言
論
つ
ま
り
、
真
理
を
、
そ
れ
を
知
ら
ん
が
た
め
に
い
か
に
し
て
志
熱
烈
に
探
求
す
る
に
適
し
た
言
論
に
十
分
に
耳

を
傾
け
る
域
に
達
し
た
こ
と
も
、
彼
ら
に
は
絶
え
て
な
い
の
で
あ
る
(
。
設
志
向

U
K陪
ケ
:
陪
凶
作

h
kに
町
民
ぽ
三
E
る
内

向肖叫旬。。
h

『
3
・令、向。
.
2
祖。
r
z
h
4
?
"
町ビ古和ヒ

2
V
恥』
4
屯恥的

E

州向、
M

品目-白
hNhw、E
内
向
、
門
司
白
ヒ
叶
争
時
叶
可
内
r
g
C
2
w
u
で、
E
H、白内

H
A
も
Z
)
」(民
hwh札
J
J
-
-
M
m日
目

(怠∞刷、
tAF一也由
kr))
、
さ
ら
に
、
真
理
に
則
る
理
想
的
政
治
社
会
体
制
は
、
「
困
難
で
は
あ
る
が
、
以
上
述
べ
ら
れ
た
の
と
は
別
様
で
は
な
い
何
ら

か
の
方
法
で
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
可
能
性
は
、
一
人
で
あ
る
か
複
数
で
あ
る
か
真
に
愛
知
者
〔
H
哲
学
者
〕
な
る
者
が
政
治
社
会
に
お

け
る
支
配
者
と
な
り
(
。
ご

r
E主

h

即
時
喝
乱
含
。
宮
内
白
ミ
ミ
白
ご
叫
江
氏
。

Z
胡
丸
?
?
司
ご
R
『
2
会
主
主
)
、
現
在
あ
る
よ
う
・
ぽ
諸
名
誉

を
軽
蔑
す
る
だ
ろ
う
と
き
、
〔
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
諸
名
誉
を
〕
卑
屈
H

非
自
由
的
で
何
の
値
打
も
な
い
も
の
と
見
倣
し

(
4
3
q
a
E
E二
ぽ
は
け

ζ
な
き
司
〔
叶
島
町
ヒ
守
口
、
身
〕
向
守

2
2
~
。
S
2
3
K一
ヘ
角
的
)
、
お
よ
び
そ
れ
よ
り
来
る
名
誉
を
至
上
の
も
の
と
し
、
正
義
を
最
大
・
最
強
の

も
の
と
し
、
も
っ
て
こ
れ
を
支
え
強
化
し
つ
つ
彼
ら
の
政
治
社
会
を
整
え
る
だ
ろ
う
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
」
(
&
ミ

--a-

MAq--凹

(
E
O
U
I
H
W
)
)
。
要
す
る
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
意
図
す
る
政
治
的
自
由
は
、
い
わ
ゆ
る
哲
人
支
配
の
政
治
体
制
下
に
お
け
る
、
な
い
し
は
そ

れ
を
実
現
せ
し
め
う
る
ご
と
き
知
的
・
道
徳
的
に
改
良
さ
れ
た
政
治
社
会
成
員
の
精
神
状
態
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
を
参
照
。
「
ハ
人



ジョン・ロック、同意、論の歴史的位置付

間
に
お
け
る
U

獣
的
な
も
の
が
馴
致
・
休
眠
せ
し
め
ら
れ
、
他
方
で
は
温
和
な
も
の
が
解
放
H

自
由
に
さ
れ

(
z
lビ
包
之
内
ら
常
時

2
ミヘ
n
q
R
h

g
~
4
E
E
U叶
2
・
z

h
仲
守
側
、
ミ
ロ
E
P
E
U
3
h
)
、
か
く
て
最
善
な
る
本
性
へ
と
精
神
全
体
が
帰
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
名
誉
あ

る
状
態
を
獲
得
し

(
E
~
b
U
4
4
?
な
丸
町
ユ
ヒ
予
付
~
2
4
ヒ
主
ヨ
ヒ

E
q
h
q
叶
主
弘
主
コ
モ
E
叶
九
百
毛
足
ミ
』
S
h
E
仏
Zh)
、
も
っ
て
賢
明
さ

と
並
ん
で
節
制
な
ら
び
に
正
義
を
具
現
す
る
の
で
あ
る

(
q
E
2
E
主
主
ヒ

2
2
~
b
h
E
E
Eヒ
セ
右
足
年
も
も
2
4
2
E
の
ミ
E
E
h
S
)
」
(
&
ミ
-w

H

戸
同
日
日
目
(
印
由
一
戸
国
)
)
。

こ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
彼
の
意
図
す
る
「
自
由
」
が
真
の
自
由
で
あ
る
乙
と
は
、
論
を
ま
た
ず
、
し
た
が
っ
て
利
己
的
・
主
観
的

・
権
力
的
な
「
俗
主
的
本
性
」
に
存
し
な
い
「
自
由
」
と
は
、
「
真
の
自
由

(hrcqh
も
念
と
急
か
)
」
に
他
な
ら
な
い
。
俗
主
制
と
は
、
精
神
的

に
は
民
主
制
の
延
長
線
上
で
、
「
民
衆

3

2

E
内
)
」
が
プ
ラ
ト
ン
的
な
「
自
由
人
た
ち
の
腕
(
白
E
』
民
同
町
止
さ
も
h
E
E
)
」
を
煙
を
避
け
る
ご

と
く
に
避
け
た
結
果
、
陥
っ
た
当
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
円
以
・
芯
え
-
w

司
戸
一
阿
国
阿
(
印
呂
田

1
0・

(
珂
)
の
同
-hFhnH・
・
〈
ゆ
阿

(AFA山N【

U)
・

(
四
)
、
も
と
町
民
円
柏
崎

F
〈

(HN白
ω
σ
N
U
I
ω
吋)・

(

印

)

【

U戸
勾
。
bNhhw之
町
噌
〈
u
H
(品目
Nハリ)・

(臼
)

ζ

の
点
は
、
政
治
思
想
史
的
に
見
れ
ば
、
恐
ら
く
、
等
し
く
グ
教
育
d

を
重
視
す
る
大
ソ
ク
ラ
テ
ス
学
派
の
こ
の
師
弟
コ
ン
ビ
を
分
か
つ
諸
相

違
点
の
集
約
で
あ
ろ
う
。

(位

)
h
uえ
な
た
F

7

日
(HN印
N
由
同
)
二
・
吋
志
向
htv
河
内
町
内
対
日
ヒ
司
ご
E
会
h
u
E
ヒ示。
E
E
え日ヒ

2
足
。
hq
ミ
3

(

「
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
政
治
社
会
は
あ

る
種
の
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う

o
b
・

(
臼
)
〉
ユ
丘
三
-
p
b『
民
円
。
達
。
町
、
な
お
話
同
HFHh♂
ア

三

(HHω
品
同
誌
1
3
・
訳
出
に
当
っ
て
は
、
宮
同
国
三
郎
訳
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
(
河
出
書

一
局
、
昭
和
四
二
年
)
、
〉
ユ
2
2
-
0
・
吋
官
足
止
。
s
b
h
p
S
苫
同
町
ph円
♂
仲
E
ロ
包
・
ぴ
可
河
白
n
r
y
白
旨
祖
国
(
円
。
ロ
円
円
。
ロ
H

d

弓
口
-
芯
自
国
閉
山
口
叩

B
田ロロ

F
E
J
S
A
R
)
を
参
照
し
た
。
章
の
付
し
方
は
、
高
田
訳
に
し
た
が
っ
て
デ
ィ
ド
l
版
の
を
採
用
し
た
。

(
臼
)
(
リ
同
司

hFミ
-u
吋園
w
H
-
F
(
H
H由同

σ
H
H
i仏)・

(
町
)
の
同
・
、
ミ
NHN
門
的
噌
〈
w
巴

(HN白
H
白
H∞lMAC-

(
侃
)
』
「
守
町
九
-
w
F
i
(
H
N吋
也
伊

NH)
・
本
稿
、
三
六
頁
本
文
、
注
(
臼
)
、
お
よ
び
前
稿
、
六
四
頁
参
照
。

(
m
w
)

注
(
臼
)
参
照
。

(
臼
)
足
止
。
き
お
円
F
E
苫
同
司
ph円
♂
高
・
同
日
-
(
H
H
E
σ
区
l印)・
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(的

)
h
u。
s
h
n♂
ア

民

(HN印
ω
同
N
t
h
e
-ぜ
白
偶
者
守
九
円
叶
h
叶
め
ど
も
弘
q
R
4
司
岳
町
内
含
2
2
~
h
r
h
弘
品
三
也
、
E
2内
芝
、
仰
向
司
。
』
町
叶
=
2
n
A唱。
3

hn島
~
A
m
h
H内込町内
ι明

hk町も弘
q
E
R
H
~
。
u
e骨叶向日
H一4旬
、
叫

2vh
喝白口』内町内向
q叶
宅
噛
相
、
m
P
2
6ヒ
却
処
ヒ
屯
も
E
司。内
3

・

(
刊
)
の
同
・
み
h弘
・
・
ア
ロ

(
H
N
U
N
V
ω
N
)
・

(n)
の同
-hFE--
ア
ス
回
以

A
F

但

8
1
3・

(
昭
)
の
同
・

ω同
窓
口
叩
句
。
、
-
n
h
p
M
M
M
】・M
M
由
民
・
セ
イ
パ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
グ
自
然
d

は
、
「
究
極
の
と
こ
ろ
、
各
独
自
の
目
的
に

向
か
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
在
的
本
性
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
た
成
長
の
諸
能
力
な
い
し
諸
カ
の
体
系
で
あ
る
」

Q
R
-
h
h司・・同乙
N
C
。
発
展
的

概
念
と
し
て
の
グ
自
然
8

の
よ
り
一
般
的
・
哲
学
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
旦
-

A

『四回同可一冊ア同・

ω・
¥
メ
ユ
帥
仲
0
2
m
w
O
ロ

Z
忠
信
吋
回
目
白

m
z
a可
S

F
叩
吋
色
白
昨
日
1
4
0同
g
R
S
Z
S色
官
0
2合
同
2

0
同
同
ロ
色
富
山
田
J

吋
d

官
』
同

S
な
珪
ミ
ミ
ミ
a
b
と
え
n
p
M
M
4
5
L
(
H也
吋
印
)
・
テ
イ

ア山
W

ケ

t

ヤ
l
は
、
静
止
的
本
質
主
義
に
対
し
て
'
グ
自
然
d

を
終
極
目
的
に
向
か
う
連
続
的
運
動
の
根
源
的
・
内
在
的
原
理
と
し
て
、
そ
の
意
味
&
考
察

し
て
い
る
。

(
問
)
の
戸
、
。
同
む
た
♂
ア

4
(
H
N
E
同
包

i
v
N
)
・

(
刊
)
ロ
ロ
ロ
巳
ロ
m-毛
-nh同J
同V
・g-
前
稿
注
(
担
)
参
照
。

(問〉

huミ
ミ
円
臼

L
・向山

(HN白
白
『
I
H
S
-
訳
文
中
、
(
)
は
、
何
回
n
E
H曲
目
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
原
文
中
*
印
の
箇
所
の
語
句

2
u
p
m
E

島町、。一色
4
q
E
は
、
河
曲
n
r
v同
5
・
〉
ロ
σ
oロロ
2
・
ω
ロ
凹
冊
一
自
由
匡
の
採
用
す
る
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、
回
o
w
w
m円
一
で
は
、

&
q叶
向
島
守
司
A
E
q
h
w
R
叶。ロ

と
な
っ
て
い
る
。
実
質
的
意
味
は
、
変
ら
な
い
。

(
河
)
グ
知
覚
4

が
通
常
の
知
識
や
認
識
な
ミ
ユ
hH4
と
異
な
っ
て
、
「
即
自
的
認
識
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
巳
-
Z
2『
B
回
P
巧
-
F・

吋
君
、
。
同
志
向
帥
ミ
弘
、
h師時ミ

F
品

4
0
Z・
(
。
民
o
E
日
目

H
5
0
0白
Z
E
oロ
司
円
四
回
m
L
e
g・
5
℃『・

0同
H
g
3
・
40--N-u-HN串
・
さ
ら

に
、
後
注
(
出
)
を
も
参
照
。

(

阿

川

)

オ

l
ボ
ネ
に
よ
れ
ば
、
「
政
治
社
会
は
し
た
が
っ
て
、
霊
的
社
会
吉
田

o
g
a
E
b
印
刷
比
三

Z
mロ
開
)
で
も
あ
り
、
同
時
に
教
会
と
国
家
で
あ
る
」

と
い
う
が

(krcσoロロ
m
p
。
b
-
R
F
-
g
B
-
Y
同Y
M
H
H
)
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
及
す
る
「
善
・
悪
・
正
・
不
正
等
の
精
神
的
諸
価
値
」
が
キ

リ
ス
ト
教
的
な
超
自
然
的
領
域
ぞ
巻
き
こ
ん
で
い
る
と
は
い
い
難
い
。
こ
れ
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
社
会
論
を

受
容
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
を
自
然
的
領
域
の
ζ

と
が
ら
と
し
て
限
定
し
え
た
ζ

と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
。
同
・
〉
岳
民
ロ
同
一
m-A『同
M
O
B
S
-
b
G

』

46崎
町
苦
言
。

huミ
苫
町
会
民
連
-
7
u
n
z
i
H
4・

ζ

の
点
の
明
瞭
な
認
識
乙
そ
、
ニ
ュ
!
?
ン
を
し
て
、
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
コ
イ
ノ

l
ニ
ア
の
概
念
を
確
定
し
、
そ
の
意
味
を
規
定
し
た
最
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ジヲン・ロッ夕、同意、論の歴史的位置(三)

初
の
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
評
せ
し
め
た
こ
と
の
根
底
に
あ
る
も
の
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
ゎ
同

-zm司
自
由
ロ
w
h
w
b
-
h
N『

--J、。】・
N
-

u
・
喝
・
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
、
プ
ラ
ト
ン
と
の
対
比
に
お
い
て
い
い
う
る
。

す
な
わ
ち
、
先
ず
、
プ
ラ
ト
ン
が
政
治
社
会
の
弁
証
を
人
間
単
独
の
非
自
足
性
か
ら
始
め
る
点
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
同
じ
で
あ
る
。
プ

ラ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
「
政
治
社
会
は
、
私
が
思
う
に
:
:
:
わ
れ
わ
れ
単
独
で
は
自
足
的
で
な
く
、
他
の
人
び
と
を
必
要
と
し
て
い
る
存
在
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
生
成
し
て
く
る
の
で
あ
る
々
々

5
3
7
・
・
司
ご
3
・
ら
内
々
も
、
白

p
r
t
g
2『H
弘
司
史
品
交
門
U

ヒ
町
民
ロ
ミ
。
向
。
丈
島
U

叶
内
め
も
主
的
-

LL』
n
u
q
p
F
4円
)
O
i
-
-
-
そ
ζ

で
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
者
が
あ
る
益
の
た
め
に
他
の
者
と
、
他
の
益
の
た
め
に
あ
る
者
と
結
合
し
(
月
3
5
L
2
T

デ

オ

メ

ノ

イ

h
E
E
E
)、
か
く
て
多
く
の
人
聞
を
必
要
と
す
る
人
聞
は
、
多
く
の
人
び
と
を
仲
間
兼
援
助
者
と
し
て

(
E
E
E的
2

2
ヘ

Esrr)
一
定
の

居
住
地
に
集
め
る
ζ

と
と
な
り
、
そ
う
し
た
共
住

(
4
h
c
E
主
ヘ
ロ
)
を
称
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
政
治
社
会
の
名
を
与
え
る
の
で
あ
る
」
(
河
内

b
s
~
F

デ

弘

3
8∞
ー
の
)

)

o

だ
が
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
即
物
的
需
要
に
基
づ
く

ρ
共
同
d

は
、
せ
い
ぜ
い
「
豚
ど
も
の

国

(
U
h
u
y

正
一
』
町
内
)
」
に
し
か
行
き
着
か
な
い
プ
ラ
ト
ン
の
理
論
で
あ
る
(
え
・

Nd
ミ
-
w

デ
弘
山
由

(ω
吋

N
U
)
)
。
プ
ラ
ト
ン

Q
真
価
で
あ
る
本
湘
的
政

治
社
会
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
各
行
為
主
体
に
よ
る
共
通
的
諸
価
値
の
直
覚
に
基
づ
く
共
同
体
と
は
異
な
っ
て
、
超
越
的
能
力
別
に
立
脚
し

た
「
本
務
専
念
(
。
~
2
3
之
白
『
含
)
」
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
o

プ
ラ
ト
ン
は
い
う
、
「
通
商
、
補
助
者
、
保
護
者
お
の
お
の
が
各
固
有
の
事
項

ゲ
ノ
ス

を
政
治
社
会
に
お
い
て
完
遂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
各
部
門
の
本
務
専
念
は
、
〔
民
主
制
的
混
乱
に
つ
い
て
の
上
述
の
U

そ
う
し
た
こ

y
イ
刀
イ
オ
ノ
ユ
ネ

l

F

イ

カ

イ

ア

ン

と
と
は
正
反
対
に
、
正
義
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
政
治
社
会
を
正
当
な
も
の
と
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
(
注
ミ
-w
戸
弘
(
品
位
。
)
)
、

と
。
要
す
る
に
、
プ
ラ
ト
ン
に
お
い
て
、
不
足
を
補
う
意
味
で
の
原
初
的
結
合
に
語
ら
れ
る
コ
イ
ノ

l
ニ
ア
と
正
義
等
の
精
神
的
諸
価
値
が
笠
場

す
る
本
来
的
政
治
社
会
と
を
つ
な
ぐ
理
論
的
環
鎖
が
欠
柑
め
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
内
)
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
「
理
性
を
分
有
す
る
(
な

3
c
E叶
hH2三
百

q
h
H
2
2
な
『
き
)
」
グ
自
然
d

H

P

本
性
d

と
い
っ
た
人
間
的

エ

ネ

ル

ゲ

イ

ア

ヘ

ク

シ

ス

な
根
源
的
な
活
動
原
理
H

ア
ル
ケ

l
は
、
グ
活
動
d

を
通
し
て
一
定
の
グ
状
態
グ
に
達
す
る
(
丘
・
ミ
h

円。司
H
A
R
E
G苫
同
H
P
R

門的
w

ア
同
町
民

(
2匂一-

戸
C
N
σ
5
1印
w
N印
l
叶
)
一
戸
日

(
H
H
O
ω
σ
N
H
J
ω
)
)
0
そ
し
て
、
彼
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
グ
状
態
d

が
「
卓
越
性
(
島
も

2
4
H
1
2
5
)
し
で

あ
り
、

ζ

の

2
早
越
性
d

が
認
識
と
は
区
別
さ
れ
た
意
味
で
の
実
践
に
か
か
わ
る
と
き
「
倫
理
的
卓
越
性
(
叫
宮
町
立
品
百
ユ

H

〈

5
5

Bog--凹
)
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
通
常
の
使
用
法
に
お
け
る
グ
徳
H

に
相
当
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
学
は
、

本
稿
で
も
そ
の
名
称
を
使
用
す
す
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
徳
論
的
政
治
学
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
の
同
-
N
F
ミ
・

7
岡山広

(HHCω

白
ω
1
3
・
あ

る
い
は
パ

l
カ
l
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
学
は
、
「
人
間
の
道
徳
的
生
活
に
つ
い
て
の
理
論
、
、
つ
ま
り
人
間
的
こ
と
が

ら
に
関
わ
る
哲
学

(
S
m
s
g『
可
。
同
岳
町

B
O
z
-
-
R冊
。
同
ヨ
回

p
u山
号
、
~
2
w
守
也
、

S
2
2
目。乞

2
。
玄
白
)
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

57 



58 

R
U

同・回柏戸ユ内2・・開・・吋dhwhhu。同町N.nbh叫ahruNhhbH。
L

下
、
h
b芯
昌
吉
崎
弘
、
haqH同町

(
Z刊
当

J

問
。
『
r
H
U
0
4
2
・
H
M
ロ
富
山
口
同

aoロ
P
H
ロ
ロ
-
-
M
由
印
由
)
・

匂

-
N
お
・
た
だ
し
、
ロ
ッ
ク
l

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
対
質
と
い
う
ア

d
シ
ス
に
即
し
て
み
る
と
き
、
「
グ
政
治
学
d

が
グ
倫
理
学
H
を
遺
棄
し
た
」

歴
史
的
展
開
の
う
ち
に
ロ
ッ
ク
を
そ
の
寄
与
者
の
一
人
と
し
て
無
造
作
に
算
入
す
る
の
は
、
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
図
式
作
成
に

当
っ
て
は
、
遺
棄
さ
れ
る
グ
倫
理
学
d

と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
そ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
グ
遺
棄
d

の
結
果
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
の
十
分
な

検
討
が
付
随
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
本
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
テ
!
?
の
一
つ
で
も
あ
る
。
右
の
図
式
に
つ
い
て

は
、
門
戸
切
ど
-w由同
-w

。』
0

・nhHJ℃・印】目白・

(
剖
)
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
さ
え
し
て
い
る
。
「
倫
理
的
卓
越
性
〔
つ
ま
り
徳
〕
の
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
自
然
的
に
わ
れ
わ
れ

の
う
ち
に
発
出
す
る
も
の
は
何
一
つ
な
い
ζ

と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
:
:
:
卓
越
性
と
い
う
も
の
は
、
〔
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
〕
自
然
的
・
直

接
的
に
発
出
す
る
の
で
も
、
自
然
に
逆
ら
っ
て
生
じ
る
の
で
も
な
く
、
か
え
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
卓
越
性
を
受
容
す
る
傾
向
性
を
有
し
、
か
っ
そ

う
し
た
わ
れ
わ
れ
が
習
慣
を
通
じ
て
完
成
さ
れ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
生
じ
る
の
で
あ
る
。
(
白
色
ミ
。
u
p
X
R
2
を
同
志
向
号
企

5
ーらヒ曲、円MqhhMT句

史

恥
『
『
ヘ
ヒ
向
叶
白
h
.
:
・
。
~
日
叶
・
九
回
、
白
合
同
町
内
芯
向
。
町
叶
向
司
白
百
円
町
6
0

弘、2
、向。、一『ヘヒ。ヒヨHh角町品、27A同〉丸

L

目』円WHhw品、cEhqh、ι山回、外宮町ヒιwh川町民RH色白向島
U

叶恥的・

2
』
2
2
1
5
町
内
匂
和
白
h
内
町
2
ロ
告
さ
内
)
」
(
』
三
円
。
富
島
町
F
S語
句
s
h
円
♂
戸
山
(
H
H
o
a
由
民
l
N
由
)
)
。

(
組
)
の
同
-
h
F
h
F
ケ
ロ
(
呂
田
A
p
u
a
i
s
-
-
日
(
H
S
∞
白
5
1
3
・

(
回
)
注
(
剖
)
参
照
。
傍
点
は
、
友
岡
。

(
部
)
前
稿
、
六
三
頁
お
よ
び
同
、
注
(
担
)
参
照
。

(
但
)
の
戸
、
え
な
た
♂
ケ
4
3
N
E
同
a
l
g
・

〈
部
)
注
n
前
)
参
照
。

(
前
)
M
Mミ
ミ
h
n
p
戸
u
n
i
(
H
N
∞
叫
但
お
t
h
e
-

(
例
制
)
句
史
、
・
・
園
-
J
L
目
(
H
N
3
白

ω吋
i
s
・

(
部
)
の
同
-
h
F
h札
J
国
・
己
目
(
同
M
E
m
-
B
)
・

(
卸
)
歴
史
的
変
種
と
い
っ
て
も
、

P
借
主
制
(
g
E
E
P
γ
や
グ
寡
頭
制
定
と
苫
E
P
Y
と
い
っ
た
、
正
当
的
体
制
か
ら
の
は
っ
き
り
し
た
「
逸

脱
形
態
(
司
喜
号
、
号
-
史
的
)
」
を
指
す
の
で
は
な
く
(
え
・
&
ミ
・
0
N
司
VA匹、
t
由
)
)
、
歴
史
的
に
容
在
す
る
正
当
的
体
制
ぞ
指
す
o

p
王
制
的
d

体
制
(
島
町
、
2
4
』
h
h
ミ
き
そ
2
E
h
)
に
つ
い
て
は
、
ぇ
・
&
~
F
F
岡
山
4
1
M
円
『
・
ま
た
、
グ
貴
族
制
的
d

体
制
定
町
会
ミ
2
之
島
吋
h
h
白
~

司
。
』
h
a
E
h
)
に
つ
い
て
は
、
n
F
h
F
h
R
同
・
・
弓
・
4
即
日
i
d
L
ロ
・
た
だ
し
、
正
当
性
の
理
論
的
な
基
準
は
明
瞭
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
上
の
判
断
は



ジョン・ロック

複
雑
微
妙
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
グ
王
制
d
の
逸
脱
形
態
と
し
て
の
グ
俗
主
制
d
の
場
合
、
「
自
由
な
人
間
の
誰
一
人
と
し
て
そ

の
よ
う
な
支
配
に
耐
え
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
」
よ
う
な
「
絶
対
君
主
制
S
H
2
h
E
S
E
与
え
白
)
」
、
つ
ま
り
「
同
等
な
ん
び
と
や
よ
り
優
れ
た

人
び
と
の
す
べ
て
を
、
こ
の
被
治
者
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く
そ
の
体
制
〔
維
持
の
た
め
〕
の
私
的
芯
利
益
の
た
め
に
無
答
責
で
支
配
す
る

(丸YC司
m
弘司CMLO可
保

E
N
R
叶
ら
で
弘
、
。
句
、
E
Y
同
日
~
も
凶
向
』
コ
門
町
M
L
E
H
、
河
内
め
い
、
叶
定
日
、
司
百
九

V

円
叶
b
q
t
h
叶
何
百
。
ヒ
ロ
U
叶
崎
町
q
円
、
、
t
h
も
。
M
L
丸
』

L

山内ぜEM日
肖

1
u
b
内
叶
b
叶
も
ヒ

丸
、
官
、
h
y
色
て
)
し
よ
う
な
川
中
独
支
配
体
制
は
、
絶
対
的
に
正
当
性
を
欠
如
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

れ
に
対
し
て
、
「
法
律
に
従
っ
て
い
る
点
と

〔
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
〕
潔
し
と
す
る
人
び
と
を
単
独
で
支
配
す
る
と
い
う
点
で
王
制
的
で
あ
る
が
、
自
ら
の
判
断
に
従
っ
て
主
人
的
に
支
配
す

点
に
お
い
て
は
併
主
制
的
で
あ
る
(
守
宅
と
島
町
件
、

γ
志
向
日
叶
島
志
向
日
E
ヒ
、
2
2
h
女
三
E
~
?
停
止

E
Z
E
え
て
h
R
n
p
叶
S
F
2
E
R
N
E
Z
白
~

色
白
み
叶
b
p
q
g
叶
h
E
r
k
R
V
H
h
E
E
~
E
叶
年
ユ
ヒ
ロ
U
叶

P
コ
応
、
4
y
こ
よ
う
な
政
治
社
会
体
制
は
、
必
ず
し
も
完
全
に
正
当
性
を
欠
い
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。
円
以
・
与
え
J

戸
H
(
H
N
g
回
目
i
N
ω
)
ま
た
、
♂
只
族
制
的
μ

体
制
に
つ
い
て
も
、
同
様
々
微
妙
性
が
付
随
す
る
。
「
逸

脱
形
態
で
は
な
い
が
そ
の
よ
う
な
〔
寡
頭
制
に
い
っ
そ
う
傾
い
た
〕
体
制
ゃ
、
ま
た
逸
脱
形
態
で
は
な
い
だ
っ
た
今
言
及
し
た
貰
族
制
ぞ
こ
の
よ

う
に
配
列
し
て
み
た
(
斥
ゐ
島
、
t
q
急
叶
E
円
。
山
内
色
、
号
。
U
2
叶
見
守
宅
ロ
巾
・
司
之
内
叶
向
ヘ
号
、
h
g
c
q
日
て
3
r
ユ
ヒ
ご
ミ
由
主
た
て

な
と
な
ぞ
〕
日
3
1
4吉
川
E
。
口
日
叶
年
〈
九
回
百
叶
円
、
4
q
k
q
島
町
内
的
R
u
h
q
叶
。
H
E
Q
叶
伝
的
)
0
そ
れ
は
、
真
実
の
と
こ
ろ
そ
れ
ら
す
べ
て
の
体
制
が
絶
対
的
に

正
し
い
政
治
社
会
体
制
に
到
達
し
そ
こ
ね
た
も
の
で
あ
り
、
(
b
S
H
E
-
3
4
2
2
叶
叫
円
札
も
も
ミ
号
4
円
司
。
』
同
叶
内
町
白
内
)
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
〔
逸
脱

形
態
〕
の
体
制
と
並
べ
て
、
配
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
始
め
に
論
じ
た
際
〔
h
u
ミ
ミ
h
h
p
F
2
H
〕
に
わ
れ
わ
れ
が
述
べ
た
よ
う
な
そ
れ
ら
〔
絶
対
的

に
正
し
い
〕
体
制
か
ら
の
そ
う
し
た
逸
脱
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
」
(
与
え
J
宅
・
三
日
目
(
H
N
S
σ
N
ω
1
3
0
以
上
の
引
用
に
お
け
る
傍
点
と
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
は
、
友
附
。

(
開
)
ポ
リ
テ
イ
ア
u
政
治
社
会
性
、
つ
ま
り
本
米
的
政
治
社
会
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
制
度
的
に
発
現
す
れ
ば
、
そ
の
下
に
い
る
人
び
と
が
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
「
同
一
の
正
し
さ
ハ
権
利
〕
と
同
一
の
価
値
を
自
然
に
応
じ
て
も
っ
て
い
る
」
(
注
(
船
)
お
よ
び
対
応
す
る
本
文
参
照
)
が
ゆ
え
に
、

ゴ
父
討
に
よ
る
(
E寸
P
1
E
円
二
U
5
1
E
叫
)
」
支
配
・
被
支
配
の
形
態
を
と
る
。
わ
内
-
B
N
九
・
祖
国
-
i
u
H
i
‘
し
か
し
な
、
か
ら
、
形
態
は
相

似
て
い
て
も

|
l例
え
ば
、
無
定
別
に
災
引
き
で
役
臓
を
制
り
当
て
る
(
叶
b
己
主
邑
叶
島
町
内
~
ピ
ミ
え
の
主
主
的
)
形
態
、

ζ

れ
は
一
般
的
利
益

を
念
頭
に
能
力
あ
る
が
引
が
選
挙
さ
れ
る
(
ミ
ー
主
主
)
と
対
照
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
(
氏
ミ
ミ
J
一
ア
回
同
)
|
|
「
共
通
の
利
益
」
を
目
指
さ

ず
「
合
凶
符
の
利
益
(
Z
E
E
-
E
t
Z
叶
ら
で
丸
司
会
E
ビ
)
」
を
H
M
M
と
す
る
体
制
|
|
グ
民
主
制
(
2
E
H
E
え
ぬ
)
d
|
ー
は
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
に
よ
っ
て
、
正
当
性
を
欠
く
「
逸
脱
形
態
(
司
Q
古
川
内
、
弘
史
的
)
」
と
さ
れ
る

o
n戸
、
宮
、
J
F
i
-
-
だ
が
、
歴
史
的
経
験
の
う
ち
に
は
、

ポ
リ
テ
イ
ア
の
全
的
夫
別
は
叶
わ
ぬ
ま
で
も
、
そ
の
形
態
に
沿
う
線
で
の
逸
脱
性
の
克
服
の
試
み
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
間
岡
山
岳

59 
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基
盤
と
す
る
体
制
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
き
、
そ
ζ

で
語
ら
れ
る
民
主
制
は
も
は
や
正
当
性
を
完
全

に
欠
い
た
政
治
社
会
体
制
な
い
し
は
完
全
な
逸
脱
形
態
と
し
て
の
民
主
制
で
は
な
い
。
「
民
主
制
は
、
中
間
層
の
存
在
を
通
じ
て
:
:
:
寡
頭
制
よ

り
い
っ
そ
う
安
定
的
か
つ
永
続
的
で
あ
る
(
ミ
S
E
H
E
叶
宮
内
忠
E
・
6
0
E
2
2
右
足
叶
?
と
ミ
白
も
で
を
た
ミ
E
~
g
t
号
。
去
ら
叶
志
向
的

白
h
h
w
g
r
1
2
2
)
。
:
:
:
そ
の
中
間
層
な
く
し
て
貧
困
層
が
〔
政
治
社
会
と
い
う
〕
集
合
体
を
牛
耳
る
だ
ろ
う
と
き
に
は
、
不
都
合
な
行
為

が
生
じ
て
〔
民
主
制
は
〕
速
か
に
滅
亡
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
公
営
~
F
S
恥

E
C
叶
急
g
E
2柏
乱
含
R

U
号
、

apesヒ
。
町
九
回
同
ξ
。h・

2
2
司
、
日
『
ヘ
白
『
ヘ
ヒ
ロ
定
例
白
~
〔
島
町
g
h
h
品
、
白
丈
島
h
〕
丸
岡
ご
と
ミ
白
h
叶
昌
一
宮
崎
)
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
も
優
れ
た
立
法
家

た
ち
が
政
治
社
会
の
中
間
層
的
成
員
の
出
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

(3宮
町
ミ
忠
白
丸
5
1
C
E
E
~

ユ

2

r

T
守
守
2
3
5
h
H
。
足
叶
角
的
向
守
史
ヨ
出
ヒ
l
q
E
ヒ
同
三
ミ
め
て
)
。
そ
れ
と
い
う
の
も
ソ
ロ
ン
が
そ
の
出
で
あ
り
:
:
:
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
(
と
い

う
の
は
彼
は
王
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
)
に
し
ろ
カ
ロ
ン
ダ
ス
に
し
ろ
、
そ
の
他
の
〔
立
法
家
た
ち
の
〕
ほ
と
ん
ど
最
大
多
数
の
者
た
ち
に
し

ろ
然
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
令
早
川
、
・
・
ロ
〉
弘
(
H
N由
自

由

民

lNH))。

(
川
町
)
例
え
ば
、
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
「
何
人
も
い
か
な
る
契
約
(
。
。
g
u
恒
三
)
に
よ
っ
て
も
そ
の
子
供
や
子
孫
を
拘
束
す
る
と
と
が
で
き
な
い
」

(
E
-
m
)
反
面
、
「
子
供
は
分
別
あ
る
年
令
に
達
す
る
ま
で
は
、
そ
の
父
親
の
保
護
と
権
威
の
下
に
あ
る
」
(
E
-
m
)
の
で
あ
石
が
、
そ
れ
も
こ

れ
も
、
グ
子
供
d

が
可
能
的
に
理
性
主
体
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
し
か
も
グ
同
意
d

が
理
性
的
営
み
で
あ
る
こ
と
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
わ
れ
わ
れ
が
自
由
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
る
の
は
理
性
的
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
」
が
、
こ
の
こ
と
は
「
わ
れ
わ
れ
が

現
実
的
に
そ
の
両
者
〔
す
な
わ
ち
自
由
と
理
性
〕
を
行
使
し
う
る
」
と
い
う
ζ

と
で
は
な
く
(
E
・
創
)
、
「
自
ら
の
ζ

と
ぞ
や
り
く
り
で
き
る
」

「
理
性
の
段
階
」
に
達
し
て
(
E
-
m
)
は
じ
め
て
、
父
や
祖
先
の
だ
れ
と
も
同
じ
よ
う
に
グ
自
由
d

と
な
り
、
そ
の
結
果
、
「
そ
の
自
由
の
状
態

に
い
る
か
ぎ
り
は
、
子
供
た
ち
が
ど
の
〔
政
治
〕
社
会
に
加
わ
る
か
、
ど
の
国
家
の
下
に
身
を
お
く
か
を
選
摂
す
る
ζ

と
が
で
き
る
」
(
E
-

m
)
、
す
な
わ
ち
「
諸
不
都
合
」
を
回
避
す
る
た
め
の
「
自
発
的
結
合
と
相
互
的
合
意
(
帥
4
0
H
ロ
己
白
ミ
ロ
ロ
芯
ロ
回
口
弘
吾
冊
目
ロ

Z色
目

的

円

2

・

B
mロ同)」

(
H
・
郎
、
m
)
す
な
わ
ち
グ
同
意
d

が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

(
昭
)
す
で
に
本
文
に
引
用
し
た
E
-
M
の
ロ
ッ
ク
の
言
が
こ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
ロ
ッ
ク
の
「
諸
不
都
合
」
が
「
恐
怖
と
絶
え
ぎ

る
危
険
に
満
ち
て
い
る
」
こ
と
を
指
し
、
こ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
「
人
が
他
人
と
と
も
な
る
〔
政
治
〕
社
会
生
活
を
求
め
、
こ
れ
に
加
入
し
た
い
と

思
う
こ
と
は
、
理
由
な
き
こ
と
で
は
な
い
(
ロ
2
1
5
0
5
2
2
0
ロ
)
」
(
E
-
m
)
と
い
う
ロ
ッ
ク
の
言
ゃ
、
「
他
人
の
違
反
を
処
罰
す
る
の

に
各
人
が
有
す
る
権
力
の
不
規
則
で
不
安
定
な
行
使
に
よ
っ
て
彼
ら
が
晒
さ
れ
る
諸
不
都
合
は
、
彼
ら
を
し
て
確
立
さ
れ
た
統
治
の
法
の
下
に
安

全
な
場
を
求
め
し
め
る
」
(
E
-
m
)
と
い
っ
た
彼
の
言
葉
、
を
も
参
照
。



ジョン・ロック、同意、論の歴史的位置t三)

(
旬
)
グ
諸
不
都
合
d

を
契
機
と
し
た
グ
同
意
H

は
、
「
よ
り
悪
く
な
る
意
図
を
も
っ
て
」
で
は
な
く
l
l
「
い
か
な
る
理
性
的
被
造
も
」
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
と
は
「
考
え
ら
れ
な
い
」

1
l、
か
え
っ
て
「
彼
自
身
の
自
由
と
プ
ロ
パ
テ
ィ
を
よ
り
よ
く
保
在
す
る
意
図
」
を
も
っ
て
な
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
ゆ
え
に
、
「
彼
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
〔
政
治
〕
社
会
の
権
力
す
な
わ
ち
立
法
府
が
共
通
善
の
範
囲
を
超
え
て
及

ぶ
と
は
、
け
っ
し
て
考
え
ら
れ
え
な
い
」

(
H
-
m
)
か
ら
で
あ
る
。

(
山
田
)
ロ
ッ
ク
「
自
然
法
論
』
に
お
け
る
引
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
稿
注

(
4
)
参
照
。

(町
)

ζ

の
点
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の

f
自
然
状
態
d

論
|
|
近
代
的
政
治
的
義
務
論
の
基
礎
|
|
」
、
平
井
・

毛
利
・
山
口
編
『
統
合
と
抵
抗
』
(
有
斐
閣
、
近
刊
)
所
収
、
参
照
。

(
間
四
)
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

f
自
然
状
態
d

を
ロ
ッ
ク
政
治
論
の
理
論
的
」

0
2回目
S
ロ
丘
三
と
解
し
た
ケ
ン
ダ
ル
の
理
解
は
、
正
し
い
。
し
か

し
、
ケ
ン
ダ
ル
は
、
ロ
ッ
ク
の
グ
自
然
状
態
d

の
規
範
論
的
構
成
概
念
性
を
見
落
し
、
「
民
衆
の
気
随
気
俄

(UOUロ
-
2
4
E自
由
)
」
を
容
認
す

る
多
数
派
専
制
的
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
と
い
っ
た
誤
っ
た
ロ
ッ
ク
像
を
帰
結
し
て
し
ま
っ
た
。
。
同
・
相
内
叩
ロ
色
白

--L戸
、
急
昌
h
。門知
6

b

E

出
。
。
ミ
ミ
言

。h
h
h
ミ
司
ご
-Y

・
勾
ど
な

(
H
Z
E
o
-凹・

5
B
)・
2
u・℃匂・

8
・U

1
印

-
u
p
口
ω・
ケ
ン
ダ
ル
の
誤
謬
は
、
ロ
ッ
ク
!
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
対
質
論
議
に

も
か
か
わ
り
ぞ
も
っ
て
い
る
の
で
特
別
の
注
意
を
要
す
る
。
ロ
ッ
ク
の
自
由
諭
の
規
範
的
性
格
と
、

ζ

の
点
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
見
解
と
の

同
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
前
稿
六
四
頁
参
照
。

(
巾
別
)
拙
稿
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
グ
自
然
状
態
d

諭
l
|
近
代
的
政
治
義
務
論
の
基
礎
l
l
」
(
前
掲
)
、
お
よ
び
「
ロ
ッ
ク
グ
自
然
状
態
d

観
念
の

形
成
」
、
「
神
戸
学
院
法
学
』
第
一
二
巻
第
四
号
所
収
、
参
照
。

(
m
m
)

口
・
同
2
ミ
句
。
Z
H
E偽

h
b
E

ミ
弓
ミ
ミ
P
M
M
-
N
O
品
・
「
ハ
多
く
の
人
び
と
は
〕
さ
ら
に
、
統
治
の
タ
ガ
を
断
ち
切
っ
て
自
然
的
自
由
を
擁
護
す

べ
し
、
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
〔
u
権
利
〕
も
衡
平
も
〔
人
為
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
外
在
的
な
〕
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
〔
自
然
的
な
〕
各
人
に

固
有
の
利
益
に
よ
っ
て
量
ら
れ
る
べ
し
、
と
叫
ん
だ
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
邪
な
臆
見
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
人
間
性
の
感
覚
と
社
会
性
へ
の

配
慮
を
内
在
さ
せ
た
、
よ
り
健
全
な
人
た
ち
は
、
た
え
ず
反
抗
し
て
き
た
の
で
あ
る
(
白

ι
2
0口内

Z
討ロ片山巾ロ

E

2
凹
巾
即
日

U
2
E
E
S
吉
向
田

口
σ目
立
主
巾

S
S
E
E
-
Z
H
山田凹巾

2
ロ
世
自
己
但
自
己
ロ
ロ

F

Z
在
日
。
ョ
ロ
刊
巾
片
田

2
c
c
B
gロ即日目
g
回
目
巾
官
目
立
司
円
。
匂
ユ
同

n
z
E由

E
口
広
三
時

2
凹巾同町帥昨日

B
ロロ己ロ
5
・
国
三
円

2
3
Z
B
E五
E
巾

OHMSEロ
-
Zロ円
2
8
0叶片田ロロ
B
H
U
E
p
n
c山
田
口

O
E
m
Z
Z州

E

F
Z
B
間
口
広
三
-
回
目
白
ロ
凹
己
m-
出

-
E口
同
町
O

門戸巾同国昨日印門戸

M
3・
2
5℃巾吋
O
げ
印
昨
日
同
芹
)
」
(
傍
点
、
ア
ン
ダ
i
ラ
イ
ン
は
友
岡
)
、
ロ
ッ
ク
は
、
い
う
ま

で
も
往
く
、
自
ら
を
ζ

の
「
人
間
性
の
感
覚
と
社
会
性
へ
の
配
慮
を
内
在
さ
せ
た
」
健
全
な
人
間
の
部
類
に
入
れ
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
は
、
比
愉
的
表
現
を
欠
い
た
よ
り
直
接
的
な
表
現
で
「
市
民
〔
政
治
〕
社
会
は
平
和
の
状
態
で
あ
る
」

(
H
-
m
)
と
述
べ
て
い
る
。
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(
川
川
)
の
同
・
同
B
G
H師
。

詰

HF。
』
い
R
H

さ
ミ
ミ
ミ
号
、
・
M
M

・可申・

(
叩
)
前
稿
六
六
頁
、
お
よ
び
本
稿
四
六
頁
、
参
照
。

(
川
)
岡
崎
師
ぬ
い
耳
切
。

B
S
G
h
n
E
ミ
弓
ミ
ミ
応
、
℃
-
N
∞N
・
乙
の
語
句
は
、
『
自
然
法
論
』
の
「
第
一
議
」
に
お
け
る
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
幾
固
と
な
く

本
稿
で
も
言
及
し
て
き
た
「
人
間
の
働
き
は
理
性
に
則
っ
た
精
神
の
活
動
で
あ
る
(
守
立
て
を
屯
も
ら

2
c
rえ
も
よ
崎
町

rh百
三

S

E
叶
島

な
苫
ビ
)
」
を
合
心
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
の
引
用
(
前
稿
、
注

(
4
)参
照
)
の
直
後
に
い
っ
た
ん
書
か
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
推
敵
の
過
程
で
削

除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
デ
ン
は
、
そ
の
削
除
の
理
由
を
「
ロ
ッ
ク
の
「
第
五
講
」
で
表
明
さ
れ
た
見
解
に
背
馳
す
る
よ
う
な
、
人
び
と
の

一
般
的
同
意
に
関
す
る
見
解
を
含
ん
で
い
る
」
こ
と
に
見
た
の
で
あ
る
が
(
巳
・
宮
内
・
ミ
と
・
乙
れ
は
必
ず
し
も
正
鵠
を
え
て
い
な
い
。
削
除
部

分
は
、
な
る
ほ
ど
、
「
全
人
類
が
こ
ぞ
っ
て
承
認
し
、
ど
こ
に
い
る
の
で
あ
れ
人
間
な
ら
異
口
同
音
の
同
意
を
も
っ
て
受
容
す
る
道
徳
の
何
ら
か

の
原
理
」
の
存
在
の
主
張
を
合
ん
で
お
り
、
そ
の
「
異
口
同
音
の
同
意
(
ロ

S
E
B
5
8
5
3帥
5
)」
が
「
一
定
の
自
然
の
衝
動
に
よ
っ
て

公
ロ
丘
町
H
n
z
oロ
o
E
B
E
E
g
m
)」
駆
り
立
て
ら
れ
て
そ
れ
へ
と
到
る
「
自
然
的
同
意

(
gロ
m
g
mロ叩

B
E
E
-
-由
)
」
|
|
ζ
の
用
語
自
体

ロ
ッ
ク
の
規
準
か
ら
し
て
形
容
矛
盾
で
あ
る
が
ー
ー
を
自
然
法
の
存
在
弁
証
と
す
る
議
論
|
|
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
を
ま
さ
に
「
第
五
講
」
に
お
い
て

論
駁
し
て
い
た
|
|
と
紛
ら
わ
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
。
円
以
・
芯
句
、
・
・
同
】

-HE・
だ
が
、
本
文
に
引
用
し
た
「
自
然
そ
れ
自
体
を
源
泉
と
す
る

と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
人
聞
に
共
通
の
何
ら
か
の
原
理
」
と
い
っ
た
観
念
が
「
人
び
と
の
共
通
の
同
意

(
g
B
Bロロ山田町
HOB-ロ
ロ
ヨ

g
ロ回目ロ凹
5
)」

に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
も
し
後
者
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
前
者
ζ
そ
そ
の
由
来
源
で
あ
る
(
白
ロ
ロ
ロ
色
町
営
一
色
口
三
ロ
O
ロ
匂
o
z
a

回目即日向

g
B
Bロ
ロ
目
白
ロ
宮

O
O
B
E
E
m
F
O
B
-ロ
5
5
胃
En--払
O)
と
い
う
削
除
部
分
の
議
論
の
構
造
は
、
「
第
五
講
」
の
結
論
的
分
部
に
お

け
る
議
論
、
す
な
わ
ち
、
「
同
意
す
る
そ
う
し
た
人
び
と
自
身
の
ゆ
え
に
、
あ
る
こ
と
が
善
で
あ
る
と
認
識
し
う
る
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
自

然
的
原
理
か
ら
し
で
あ
る
こ
と
が
善
で
あ
る
と
認
識
す
る
が
ゆ
え
に
人
び
と
は
同
意
す
る
の
で
あ
っ
て
、
認
識
が
同
意
に
先
行
す
る
の
で
あ
る

0

・
:
:
こ
う
し
た
乙
と
ど
も
か
ら
、
人
び
と
の
同
意
が
い
か
な
る
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
実
践
的
諸
原
理
か
ら
推
定
す
る
ζ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で

あ
る

(zmn
ロ
ロ
ぽ
即
日

V
O
B
Z
g
ρ
E
n
oロ
凹
叩
ロ
巴
ロ
ロ
仲
田
口
同
『
巾
吉
田
明
ロ
ロ
同
国

-
E
E弘
吉
ロ
ロ

B

g
凹叩

D
E担

noロ
m
m
E
E
E
-
田
町
内
同
区
mo

noロ
Z
E
Z
E
O
C目白

mun
宮
山
口
n
s
-
S
E
E
S
-即
ぴ
ロ
加
国

-
E
E円四四国師巾
σoロロ
B
n
o
mロ
O凹
2
E
-
2
n
o
m同岡山江
OH】門田叩円叩円四日丹
noロ田町ロ
E
B

-
U
m
匂『日ロ

n-立
広
岡
】

E
2
E師
向
山
口
同
ロ
曲
師
即
円

F
O
B
E
E
S
n
oロ凹叩ロ田口凹

2n
印ロ

U
E
丘
2
s
p
n
-
-
m
s
t
o
-
-山
側
伺
円
四
)
」
と
構
造
上
何
ら

変
る
も
の
で
は
な
い
。
。
片
-
Sえ
-
w
M

】匂・口町、
t
∞
・
し
た
が
っ
て
、
ロ
ッ
ク
の
削
除
の
理
由
は
、
削
除
部
分
の
「
第
五
講
」
と
の
背
馳
性
に
あ
る

よ
り
も
、
「
第
一
講
」
で
の
当
該
部
分
の
不
用
性
か
、
「
第
五
講
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
せ
い
ぜ
い

P

紛
ら
わ
し
き
d

k
求
め
ら
る
べ
き
で
あ

る
、
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
、
本
文
で
引
用
し
た
「
人
聞
に
共
通
の
何
ら
か
の
原
理
」
|
|
そ
れ
は
グ
同
意
H
K
先
行
す
る
ー
ー
を
ロ
ッ
ク
が
放



ジョン・ロック、同意、論の歴史的位置(三)

棄
し
た
と
は
、
い
い
難
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
自
然
法
論
』
で
語
ら
れ
る

H

同
意
d

は
、
『
統
治
論
』
に
お
け
る
政
治
社
会
の
設
立
・
加
入
の

P
同
意
d

と
は
同
概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
、
理
性
的
営
み
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
1
1
1
ロ
ッ
ク
は

f
自
然
的
同
意
グ
な
い
し

歴
史
的
範
瞬
と
し
て
の

H

同
意
d

と
理
性
的
P

同
意
4

を
も
っ
と
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
グ
同
意
d

の
理
性
性
の
判
定
に
「
人
間
に

共
通
の
何
ら
か
の
原
理
」
を
理
論
的
に
活
用
す
る
余
地
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が

l
l両
者
に
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
川
)
「
人
間
に
共
通
の
何
ら
か
の
原
理
」
に
よ
っ
て
「
人
類
の
か
の
偉
大
な
環
鎖
〈
自
向
的
ロ
ロ
自
己
ロ
仏
『
戸
自
由
民
間

2
5江
田
三
ロ

gzg)」
の
，
説

明
も
つ
く
。

2
.
Sミ
・
・
匂

-HE.
グ
環
鎖
d

は
、
社
会
性
の
存
在
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

(
出
)
ハ
リ
門
戸

o
n
r
p
』。
F
P
A苫
同
g
G
H
E
Z円
。
、
古
宮
崎
町
ミ
昌
RH
詰
句
昌
弘
司
え
ぬ
き
と
詰
A
R
m己・

σ
可ペ
o
-
Z口唱し『
Oげ
口
当

L
ロ
N

〈。]由・

(
U
g
y

HhOロ己
o
p
H
S
3
w
切
w
・
7
n
}
g
u
m
-
日
Jtz・
『
自
然
法
論
」
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、
精
神
は
白
紙
状
態

Zσ
三
白

E
g
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
。
。
同
・
阿
川
2
ミ
旬
。
詰
忌
ぬ

h
b
E
ミ

ミ
b
H
N
q
p
H
V
・H
立・

(
川
)
同
町
g
b
h
M
。
吉
町
骨
肉

h
a
芭
ミ
弓
ミ
号
、
・
同
u

・
5
∞・

(川

)
L
gミ
J

M
】

-
E∞・

(川

)
L
gミ
-w
同)・

5
A匹・

(
川
)
拙
稿
、
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
お
け
る

ρ
同
意
d

論
の
意
味
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
」
第
六
号
所
収
、
第
三
節
、
参
照
。

(
別
)
同
Z
G岡
崎
。
苫
忌
ぬ
』
い
ぬ
言
。
¥
弓
ミ
ミ
F
H
V・
5
∞・

(
川
)
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
人
聞
が
「
卓
越
性
を
受
容
す
る
傾
向
性
を
有
す
る
(
河
内
唱
。
立
ミ
向
的
役
守
主
史

rwqr)」
の
だ
と

す
れ
ば
(
本
稿
、
注
(
剖
)
参
照
)
、
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
ま
た
人
間
に
は
「
善
へ
の
欲
求
の
傾
向
(
宮
己
山
口
三
日
。
ロ
印

O
同
岳
町
田
匂
官
一
己

g

g

m。
。
己
)
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
。
同
・
弘
司
同
Z
R
H
H
円
。
苫
町
内
、
苫
宮
崎
同
N
h

君
。
詰
匂
昌
弘
雪
印
司
令
吉
崎
町
苫
九
円
切
}
内
・

7
口町印刷
y

由民咽凹巾口・

ω・

し
か
し
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
そ
う
し
た
遥
口
4

は
、
神
と
い
う
絶
対
的
存
在
の
意
志
に
合
致
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
人
間
本
性
側
に

コ
ン
ヴ
ェ
=
ヱ

Y
4
ア
ア

お
い
て
そ
の
決
定
を
受
容
す
る
グ
適
合
性
4

が
在
す
る
に
す
ぎ
ず
、
人
間
の
自
然
つ
ま
り
人
間
本
性
そ
れ
自
体
の
う
ち
に

4
7
の
規
準
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
絶
対
的
存
在
の
普
遍
的
に
妥
当
す
べ
き
意
志
を
受
容
し
た
人
間
の
自
然
が
グ
正
し
い
理
性
d

と
同
様
、
あ
た
か
も
そ
の
意
志
そ
の
も
の
と
し
て
グ
益
Y
-
M悪
H

の
判
断
規
準
と
な
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
場
合
と

い
え
ど
も
、
判
断
規
準
の
域
に
達
し
う
る
人
間
の
自
然
が
実
際
に
そ
う
な
る
の
は
、
内
在
的
・
傾
向
的
発
展
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
外
在
的

意
志
の
縛
導
を
介
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

l
ー
そ
の
轡
導
に
対
寸
る
理
性
的
応
答
が
グ
正
し
い
理
性
会

2
g
円阻止

oγ
で
あ
り
、
確
信
に
よ
る

応
答
が
グ
信
仰
グ
で
あ
る

l
lの
で
あ
る
。
ロ
ァ
ク
に
お
い
て
、
「
福
音
」
が
「
道
徳
上
の
す
べ
て
の
義
務
」
を
含
ん
で
お
り
、
理
性
的
論
証

63 
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の
「
暇
も
能
力
も
も
た
な
い
」
大
部
分
の
人
聞
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
い
っ
た
観
念
が
存
在
す
る
こ
と
つ
い
て
は
、
民
-
F
o
n
w
p
H
o
v
p

吋
吉
岡

S
帥
gbF』

3
8柄
。
¥
。

hqhaeミ
司
、
.
山
口
吋
宮
司
。
、
一
骨
加
。
h
h
S苫

h
R骨
F
H
o
g
-田
(
め
口
広
三
宮
〈

2
z
m
k
r曲目
g
L由
8
・

g
H
F

。]市阿∞
Nω)
・
4
0
H
・
ω・
M
M
U
・H
A
F
O
}
，、叶・

い
ず
れ
に
せ
よ
、

ζ

う
し
た
ロ
ッ
ク
の
、
外
在
的
規
範
の
規
整
を
受
け
た
，
自
然
d

ー
ー
そ
の
規
整
が
適
合
的
な
も
の
に
対
す
る
そ
れ
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
は
自
然
的
で
あ
る
と
は
い
え
る
の
だ
が
ー
ー
が
、
連
続
的
な
発
展
の
過
程
を
支
え
か
っ
究
極
の
完
成
態
に
お
い
て
も
っ
と
も
よ
く

見
ら
れ
る
、
規
範
を
内
在
せ
し
め
た
発
展
的
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
グ
自
然
d

ー
ー
し
た
が
っ
て
、
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
破
天
荒
に
も
響
き
か
ね

な
い
「
習
慣
を
通
じ
て
完
成
さ
れ
る
(
叶
乙
R
b
q
q
史
鈴
島
叶
急
苫
き
的
)
」
の
表
現
を
う
る
(
注
(
剖
)
参
照
)
|
|
と
対
照
さ
る
べ
き
で
あ

る。

(m)
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、
グ
直
覚
(
え

q
E史的
)
4

は
、
本
来
、
グ
記
憶
(
写
守

4γ
な
い
し
グ
表
象
(
も
向
5
2司含
)
d

を
通
じ
て
グ
認

識
(
恥
ヨ
ミ
守
4

)

d

K

到
る
認
識
過
程
に
お
け
る
第
一
段
階
と
し
て
の
感
覚
知
覚
で
あ
り
(
門
戸
〉
ユ
丘
O
己
P
吋

4

言

ミ

ミ
G
b
p
H
帥

haw--
日(由∞。

同

N

H

l

g

H

由
酔
)
)
、
人
間
以
外
の
他
の
動
物
す
ら
有
す
る
感
覚
的
作
用
と
し
て
、
入
閣
に
本
来
的
な
「
い
か
な
る
実
践
の
原
理
で
も
な
い
(
品

白吋

q
S一
史
的
。
芯
主
向
島
町
品
、
立
司
、
k
m
E
内
)
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
合
同
・
弓

R
E遣
a
n
p
g
B
周
忌
な
♂
弓
・
ロ
(
ロ
ω
由
釦
忌
)
)
。
し
か
し
な
が

ら
、
『
政
治
学
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
(
注
(
河
)
を
見
よ
)
の

d
r
r史
的
ョ
は
人
間
特
有
の
「
言
葉
」
と
の
関
連
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
の
場
合
の
=
白
山
、

qgh内
ョ
は
も
は
や
、
グ
視
4

・
グ
触
d

・
グ
嘆
d

・
グ
味
4

・
P
聴
d

と
い
っ
た
五
感
覚
の
作
用
の
成
果
と
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
事
実
、
そ
の

R
島
町
、
主
唱
え
.
は
、
人
間
以
外
の
動
物
に
は
捕
捉
不
可
能
な
ー
ー
そ
の
世
界
に
は
脊
在
し
え
な
い
し
、
対
応
す
る
認
識

能
力
も
有
し
え
な
い
が
ゆ
え
に
|
|
グ
善
て
グ
悪
て
グ
正
〈
グ
邪
d

等
の
精
神
的
諸
価
値
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
ぷ
守

S
町内ョ

を
認
識
論
的
に
い
か
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
の
か
。
本
稿
で
は
グ
感
覚
d

の
訳
を
排
除
し
、
他
方
で
は
、
注
(
河
)
に
記
し
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
!

マ
ン
の
注
記
を
参
照
に
、
抽
象
さ
れ
た
知
識
と
し
て
の
向
肖
ミ
ユ
官
4

と
は
対
照
せ
し
め
て
グ
知
覚
d

と
か
グ
直
覚
d

と
訳
し
た
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
依
然
そ
れ
は
、
高
田
教
授
が
「
直
覚
」
と
訳
さ
れ
た
♂
色
町
ョ
あ
る
い
は
「
知
覚
」
と
訳
さ
れ
た

E
白

rms-qh円
ミ
と
い
か
に
関
わ
る
か
は

分
明
で
な
い
(
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
狸
学
』
、
第
六
巻
第
一
一
章
二
三
六
頁
参
照
)
o
J
S町
三
は
と
も
か
く
、
高
田
教
授
が
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
の

之島町、

qsqhへ
は
、
「
他
の
仕
方
で
あ
る
乙
と
も
可
能
な
個
々
の
こ
と
が
ら
」

1

1
実
践
の
世
界
に
い
ま
は
関
心
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
が
ー
ー
ー

で
実
践
の
「
端
初
」
た
る
も
の
に
つ
い
て
の
「
知
覚
」
の
謂
で
あ
っ
て
、

ζ

れ
は
、
ト
マ
ス
の
註
解
に
よ
れ
ば
、
「
受
動
理
性

(sz--RE回

目V
世田曲目
4
ロ
曲
)
」
で
あ
る
。
そ
う
し
で
み
る
と
、
食
島
町
叶
4
〔

F
m・白山、
q
?之
内
〕
白
・

h
q
え

g
r・
-
(
弓
号
。
苦

R
F
S詰
周
忌
青
少

J
h
-
M凹

(HHお
σ印
)

)

の
ラ
テ
ン
訳
が

E
窓
口
。
-
m・
8
一ロ回口帥〕釦ロ
Z
B
m
m一昨日
E
o
-
-
m
n
Z凹
ョ
と
な
っ
て
お
り
、
ト
マ
ス
に
と
っ
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
そ
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う
し
た
等
式
は
認
識
過
程
に
お
け
る
理
性
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
こ
そ
了
解
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
。
同
・
ω
円
・
叶
V
O
B回
目

〉
A
E
山
口
同
少
の
。
遺
書
偽
苫
宮
、
h
a
N
E
H
h
N
F
3
ω

同時
P
R
円
。
、
ど
さ
b
n
同
弓
氏
。
遣
R
R
H
W
S古
-Eσ・

4
・
広
三
-
-
H
・
だ
が
、
『
政
治
学
』
に
い
う

4
F
-

H

悪
4

・
P

正
d

・
グ
不
正
d

等
の
グ
知
覚
(
白
守
丘
史
的
)
グ
は
、
「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
の
該
箇
所
に
い
う
グ
知
覚
(
白
E
E
史
的
)
d

つ
ま
り

グ
受
動
理
性
d

と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
精
神
的
範
隣
に
属
す
る
対
象
の
捕
捉
が
他
の
動
物
と
共
通
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
グ
感
覚
μ

に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

は
、
何
ら
か
の
グ
理
性
d

的
作
用
を
措
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
芯
が
ら
、
そ
の
場
合
と
い
え
ど
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

次
の
よ
う
な
見
解
を
も
加
味
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
J

す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
精
神
は
け
っ
し
て
表
象
な
し
に
は
思
惟

し
仕
い
な
志
帆
2
2
5
え
除
E
G
官
民

5
2
q
E
g
内
叫
も
む
H
4
)
」
の
で
あ
る
、
と
(
。
苫
H
F
G
E
同
。
ミ
・
国
-
J
刊
出
(
品
ω
H
白
忌
!
日
1
)
)
0
し
か
る
に
、

グ
表
象
d

と
は
、
グ
感
覚
d

の
捕
捉
対
象
!
l
l
可
感
的
事
物
の
形
相
|
|
の
認
識
過
程
へ
の
い
わ
ば
着
床
で
あ
っ
て
、
人
間
の
場
合
は
次
な
る
グ
受

動
理
性
d

の
段
階
に
引
き
渡
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
は
と
い
え
ば
、
そ
の
認
識
の
起
源
は
、
グ
感
覚
u

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と

同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
、
五
つ
の
グ
感
覚
d

以
外
に
、
あ

た
か
も
理
性
的
活
動
の
ご
と
く
話
し
た
り
(
K
3
2
)
、
主
張
し
た
り
(
喝
守
史
)
す
る
「
共
通
感
覚
(
白
守
丘
史
的
2
2
4
)
」
が
存
在
し
(
門
戸

。
詰
H
E
C
句
。
ミ
、
戸
山
(
お
印
同
町
)
一
日
目
(
品
以
σ
N吋
)
u
i
-
3
臼
田
∞
)
)
、
諸
感
覚
の
根
源
に
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
快
・
苦
を
感
じ
る
ζ

と

(
E
~
Z
2
2
E
h
E
~
』

5
民
主
史
)
」
の
能
力
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
(
円
円
。
苫
忌
ぬ
句
室
戸
国
w
J
1
片
山
(
品
白
血
H
O
)
)
0
こ
れ

が
人
間
と
い
う
精
神
的
存
在
|
|
「
理
性
的
魂
3
5
5
4
コ
立
を
な

u
g即
日
間
E
z
-
-
巾
己
E
F
)
」
|
|
の
場
合
に
な
る
と
、
「
善
・
悪
(
之

内
叩
『
克
也
守
剖
E
立
て
)
」
の
「
追
求
や
回
避
(
立
た
ふ
2
2

明
言
々
2
で
)
」
の
源
と
な
り
、
ま
さ
に
グ
実
践
d

の
原
理
と
し
て
の
「
理
性
的
欲
求

(
白
百
九
川
内
?
日
E
4
コ
立
)
」
な
い
し
は
「
欲
求
的
直
覚
(
弘
宮
沢
叶
主
午
円
E
U
円
)

l

一
の
素
地
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
合
同
・
。

=
s
?ま
ミ
ア
戸
己
目

(
お
同
白
H
c
i
g
h
h
z
。
き
b
n
p
g
詰
周
忌
h
h
p
g
-
Z
(
ロω
由
ぴ
印
、
l
∞
)
)
。
も
と
よ
り
、
グ
共
通
感
覚
d

は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
い
ま
だ

ρ
感
覚
グ

で
あ
っ
て
、
実
践
的
全
人
的
活
動
に
と
っ
て
源
た
り
素
地
た
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
な
く
し
て
は
グ
実
践
理
性
d

の
活
動
も
あ
り
え
な
い
も
の

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
逆
に
い
え
ば
、
実
践
的
全
人
的
活
動
は
そ
の
最
勝
義
に
お
い
て
こ
の
グ
実
践
理
性
グ
の
活
動
に
あ
っ
て
、
「
〔
実
践
〕
理
性

は
〔
共
通
感
覚
の
捕
捉
し
た
対
象
の
〕
表
象
の
う
ち
に
ハ
そ
れ
ら
対
象
の
U

形
相
を
思
惟
し
・
:
:
そ
れ
ら
表
象
に
お
い
て
追
求
・
回
避
さ
る
べ
き
も
の

を
理
性
が
規
定
す
る
(
叶
島
丸
、
S
Z
5
4
叶
宗
守
P
3
町
内
全
Z
叶
A
q

、2
5
同
町
・
2
~
-
-
-
p
h
h
k
ヒ
史
的
欧
、
Z
3
2
2
r
も
ユ
?
E
h
叶
守
E
~

官
三
ユ
ヒ
)
」
の
で
あ
る
が
(
。
苫
H
p
h
句
。
ミ
・
戸
三
日
(
S
H
U
N
-
ω
)
)
。
結
局
、
「
政
治
学
』
該
箇
所
の
な
ミ
ザ
念
日
へ
も
、

ζ

の
グ
実
践

理
性
d

に
よ
る
グ
規
定
d

の
段
階
つ
ま
り
グ
一
言
葉
d

の
段
階
以
前
に
あ
り
な
が
ら
、
他
の
動
物
に
共
通
な
五

ρ
感
覚
d

を
超
え
た
精
神
的
諸
価
値
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の
把
捉
を
指
し
示
す
用
語
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
概
念
的
に
、
グ
感
覚
d

-

グ
表
象
て
グ
受
動
理
性
H

の
い
ず
れ
の
段
階
を
指

す
の
で
あ
れ
、
対
象
的
に
は
人
聞
に
グ
共
通
的
d

な
諸
価
値
が
そ
の
認
識
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
把
捉
さ
れ
医
胎
し
て
い

る
こ
と
は
、
動
か
し
難
い
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
そ
う
し
た
段
階
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
る
諸
価
値
は
、
「
快
楽
や
苦
痛
に
よ
っ
て
墜
落
し
た

人
聞
に
と
っ
て
は
(
叶
も
匂
仲
白
E
主
主
弘
主
w
h
h
.
M
3
2マ
胡

』

2
4ヒ
)
」
、
実
践
理
性
的
に
確
立
さ
れ
た
性
吾
で
な
い
が
ゆ
え
に
実
践
界
に
活
き

る
こ
と
な
く
終
る
こ
と
も
あ
る
も
の
で
あ
る
(
民
・
弓
号
。
君
。
忌

g
昌
周
忌
な
♂

g
・
4
(
H
H
A
F
O
V
5
1
8
)
)。

な
お
‘
右
の
所
論
中
、
，
共
通
感
覚
d

の
実
践
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
ぇ
・
。
。
ュ
P
冨
同
吋

n
m
-
u
p
・aZO仲
g
H
W
M立
町
民

aロ
冊
目
白

R

E

4
p
b
o
z
m
k
rユ
曲
件
。
昨
品
目
片
山
由
ロ
ロ
刊
品
目
Hω
開一
Zωdω
。
。
冨

g
c
z
a
-
-
-
叫

dbぬ
』
〈
ぬ
さ
h

叫
町
佐
。
宮
崎
司
た
な
き
・
〈
o-・白・ロ
0・
ω(H也
ω
e・
g-M・同
VMM-NHHR・

他
方
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
グ
自
然
法
グ
の
内
在
化
と
し
て
の
グ
正
し
い
理
性
d

伝
い
し
は
グ
正
し
い
も
の
の
理
性
的
認
識
d

は
、
グ
自
然
法
M
W

の

↑
仔
在
証
明
論
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
抽
象
化
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
学
的
認
識
と
し
て
グ
自
然
法
d

に
到
達
す
る
の
は
、
グ
自

然
の
光
4

・
|
|
す
な
わ
ち
、
理
性
と
感
覚
1
1
1
の
探
求
の
涯
に
で
あ
か
ら
で
あ
る
。
っ
・
ま
り
、
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
の
学
的
な
規
範
認
識
は
、
グ
自
然

の
光
d

に
よ
る
「
人
間
自
身
に
対
し
て
権
利
と
支
配
を
有
す
る
何
ら
か
の
能
力
あ
る
上
位
者
の
存
在
」
す
な
わ
ち
グ
神
d

の
存
在
証
明
(
民
・

岡崎
E
3
3
S
G
h
a邑
ミ
弓
ミ
号
、
・

3
・H
E
l
?
毛
主
叩

Z
m
xロ
『
吉
田
帥
叩

g
s
z
m
m
同
円
。

E
m
田
町
ロ
包
玄

5
g
n
o
-
-日m
m
E
由
民
匂
耳
目
0
2
B

2
8
同
-Eロ
冊
目
旬
。
丹
市
ロ

g
g
a
E
S
F
O自由ロ
g
q
g曲
言
師
伊
曲
吉
伸

2
E
G
R
E
S
-
-
)
と
、
な
ら
び
に
こ
の
グ
神
d

が
人
聞
に
何
か
を

な
す
べ
き
ζ

と
を
要
求
す
る
叡
智
者
で
あ
る
こ
と
の
知
識
(
口
戸
岡
崎
Z
3
S
S
G
h
b宮
、
ミ
弓
ミ
昔
、
F
匂・

5
9
2ロ
ロ
色
町
ロ
宮
広

o
n
o
g
g仲

U
2
H
B
4巳
-
申
告
ロ

B

G
・
叩
・
国
5
g宙
開
包
〕
同
ロ

A
E色
白
拘
叩
吋

0・
。
ロ

O円山田町
nロロ円山口
B
巾
『
三

g
a
E曲目
Z
自
白
内
同
】
巾
何
回
帥
ロ
ロ
]
ロ
凹

4
2

nomロ
E
oロ
mBw
由
n
E
n
2
4
0
H
C
E
B
E一
MM申立
Oユ
帥
匂

o
g
m仲
間
江
田
〔
富
岡
M同開口氏
Z
ー
ロ
冊
〕
円
山
『
円
但
吋

g
曲
ロ

o
E師
同

M州
市
ロ
色
白
血
ョ
)
に
、
基
づ
く

の
で
あ
る
。

ζ

の
規
範
に
つ
い
て
の
学
的
認
識
の
構
造
は
、
成
熟
期
の
『
人
間
知
性
論
』
に
お
い
て
も
維
持
・
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(
え
・
岡
崎
E
H
町
。
喜
町
有
ミ
草
刈
同
s
a
a詰
匂
更
な

3
H
b警
な
昌
駒
田
開
・
デ

nV印刷
F
u
a
d、
即
日
「
蜘
四
日
、
開
門

HHh
切
関
・
『
〈

-
n
F担問】即日
r
m
H∞
)
。
『
人

間
知
性
論
』
で
は
、
他
方
、
注
(
川
)
で
触
れ
た
『
自
然
法
論
』
に
お
け
る
グ
同
意
グ
に
対
応
す
る
観
点
と
し
て
「
徳
と
不
徳
(
三
ユ
ロ
叩
回
ロ
b

ino)」
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
意
見
と
評
判
の
法
(
宮
司

O同
。
匂
宮
町
O口
同
ロ
仏
『
恒
吉
見
丘
町
Oロ
)
」
と
し
て
、
「
い
た
る
と
ζ

ろ
で
、
か
な
り
の
程
度

に
、
神
の
法
が
う
ち
立
て
た
正
・
不
正
の
不
変
的
規
準
に
一
致
す
る

(no円円四印刷】
Oロ
色
)
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
(
円
戸
同
a
b
H
円
g
n雪
ミ
苫
句

阿
世
遠
白
書
句
き
な

3
悼
む
塁
ご
苫
h・
切
開
・

?
n
V白℃・

M
n
M
i
p
m間

E

Z

ロ)
1
l
|
傍
点
は
友
商
|
|
。

ζ

れ
は
、
い
わ
ば
社
会
関
係
の
な
か
で

見
た
実
践
界
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ッ
ク
に
は
、
蓋
然
性
の
世
界
つ
ま
り
個
人
の
側
か
ら
見
た
実
践
界
が
あ
っ
て
、
そ
と
で

は
、
「
真
の
知
識
の
確
実
性
を
有
す
る
も
の
以
外
の
、
人
聞
を
方
向
づ
け
る
も
の
」
が
行
動
の
指
針
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
(
広
・
同

g
ミ
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円。詰

2
3
3
h
h柚

5

3
円、苫丸、
3
E
Eご
苫
駒
田
氏
宅
、
円

E
℃
-
H
F
m聞

Hlω)
。
こ
の
行
動
の
指
針
|
|
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
を
「
判
断
力

(]ロ己的巾

5
3
3
L
と
呼
ぶ
が
|
|
は
、
「
知
性
能
力
(
ロ
ロ
岱
巾

z
gロ門出口
m
p
nロ
】
丘
町
田
)
」
の
一
つ
で
あ
り
、
「
知
的
寄
在
と
し
て
の
人
間
の
構
造

(FZ
守
2
ミ

B
白
ロ
〆
〕

noロ
m
t
Z己。ロ

g

田
口
日

Em--Hmmロ同

σ
2ロ
m)」
な
い
し
は
「
人
聞
の
自
然
の
幸
福
へ
の
傾
き
・
傾
向
(
吾
巾

吉
三
吉
田
丘
Oロ
田
口

b
gロ
色
町
ロ
ミ

O同
岳
町
山
吋
ロ
凶
作
ロ
円
四
件

O
F印
刷
)
間
百
四
回
凹
)
」

1
1
1
こ
れ
ら
は
先
き
に
本
分
で
触
れ
た
「
自
然
法
論
」
に
お
け
る

「
人
間
の
理
性
的
自
然

(
E
Z
E
E
Z
Oロ
丘
町

E
S
E
-凹
)
」
の
、
よ
り
成
熟
し
た
心
理
学
的
解
明
の
部
分
に
相
当
す
る
箇
所
に
お
け
る
言
に

他
な
ら
な
い
が
ー
ー
に
お
い
て
、
一
定
の
価
値
担
保
的
要
素
の
位
置
を
占
め
て
い
る
合
同
・
同
Z
ミ
円
。
呂
町
町
、
さ
苫
h
h
Hミ
き
昌
司

E
e
3
E昌伐と苫句、

切
開
・
戸

ny白℃
-
H
F
四
三
回
開

-
F
n
F阻
む

-
H包

2
匂

-mAH∞・印
N)0
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
「
意
見
と
評
判
の
法
」
に
し
ろ
「
判
断

力
」
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
「
人
が
そ
の
思
考
の
土
台
と
し
、
真
・
偽
や
苔
・
惑
の
判
断
の
規
準
と
す
る
諸
原
理
と
し
て
そ
の
人
間
に
と
っ
て
存
在

す
る
何
ら
か
の
だ
い
じ
に
抱
か
れ
た
諸
命
題

(
g
g巾
Z
〈
巾
吋
開
口
2
仏

1
0
U
O弘
氏
。
ロ
タ
唱
広
門
町
田
叶
巾

g
z
g
s
m
匂
ユ
ロ
円
目
立

2
0ロ
4
y
r
p

v巾
σ
0
2
0
5
m
E凹
『

2
由

O
Eロ閃印
w同ロ門同

σ可
唱
}
】
山
口

y
y叩
吉
弘

m
z
z
o同
同
門
口
同
町
白
ロ
門
凶
片
山
】
印
巾

F00円

Y

コ
伺
伊
丹
白
口
弘
司
円
。
ロ
閃
)
」
の
箱
腕
に

属
し
、
い
ま
だ
、
善
・
惑
・
正
・
不
正
と
い
っ
た
不
変
的
行
動
規
範
そ
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
指
し
示
す
究
極
的
指
針
で
も
な
い
(
門
戸

同
号
、
円
。
詰
町
内
、
ミ
苫
h
h
N
h君
。
苫

q
E
t
3
E苫九
E
h
J
回開・

7
n
y曲目)・医
w
m
N
S
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
究

極
的
指
針
は
、
そ
の
よ
う
な
規
純
で
あ
る
グ
神
の
意
志
d

た
る

f
自
然
法
d

を
読
み
取
る
認
識
的
浬
性
|
|
ロ
ッ
ク
の
い
わ
ゆ
る
「
論
証
的
倫
理

学
」
を
う
ち
た
て
う
る
ご
と
き
グ
推
理
的
u

・
グ
直
観
的
ρ

と
り
ま
ぜ
た
グ
理
性
d

の
範
瞬
ー
ー
に
と
っ
て
お
か
れ
て
い
る
(
丘

-
b
g
k
円。詰・

2
3
E
h
h
s
g
E
q
Eむ
3
E
Eご
苫
A

羽
田
開
・
戸

nF印刷】
-
E・
由
民
山
口
町
民
間
v-H2・
mHH)0
と
は
い
え
、
p

こ
の
究
極
的
規
範
や
指
針
に
関

す
る
留
保
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
な
お
、
「
有
限
的
知
的
在
在
の
偉
大
な
特
権
」
の
現
象
と
し
て
、
理
性
的
認
識
が
実
践
的
世

界
へ
の
通
路
を
保
持
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ッ
ク
の
言
葉
に
従
え
ば
、
心
理
学
的
に
は
限
前
の
ぷ
古
痛
d

や

グ
不
幸
d

の
除
去
が
、
「
し
か
る
べ
き
、
繰
り
返
さ
れ
た
熟
考
に
よ
っ
て
現
存
し
芯
い
苔
〔
や
幸
福
〕
が
わ
れ
わ
れ
の
精
神
に
よ
り
親
し
い
も
の

と
な
り
、
そ
の
趣
き
が
い
く
ぶ
ん
で
も
味
わ
わ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
何
ら
か
の
欲
求
の
源
と
な
る
ま
で
は
し
、
圧
倒
的
な
心
理
的
動
機
と
な

る
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
グ
神
の
作
品
d

と
し
て
の
人
間
の
構
造
は
、
「
知
的
存
在
が
一
定
の
行
動
の
善
・
悪
を
し
か
る
べ
く
、
そ
し
て

十
分
に
吟
味
す
る
ま
で
は
、
そ
の
欲
求
を
停
止
し
(
田
口
出
向
芯
ロ
己
)
、
一
定
の
行
動
へ
の
意
志
の
決
定
を
妨
む
こ
と
が
で
き
る
」

ζ

と
を
、
許
す
の

で
あ
る
人
口
戸
同
g
a
H
円
。
呂
町
雪
詰
宮
崎
同
言
語
。

=
q
E出
向

3
2
5ご
苫
hu
回
開
・
間

-
n
V白勺
-
H岡
山
、
間
四
人
5
・印
N)
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
内
的
・
知

的
活
動
ぞ
経
由
し
た
実
践
界
に
は
、
「
道
徳
的
正
し
さ
の
唯
一
の
真
な
る
試
金
石
(
匹
冊
。
巴
可
可

5
g
c
n
F
2
0ロ
ゆ
え

B
o
z
-
2
2
R
C仏印)」

た
る

f
自
然
法
d

の
内
容

l
l学
的
認
識
と
し
て
の

f
自
然
法
グ
の
根
拠
や
そ
の
拘
束
性
の
認
識
で
は
な
い
ー
ー
が
当
然
に
入
り
こ
ん
で
く
る
と
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と
も
に
、
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
認
識
界
と
実
践
界
の
関
連
構
造
は
、
ロ
ッ
ク
を
し
て
、
「
道
徳
的
規
準
の
定
立
」
と
「
道
徳
的

観
念
の
起
源
と
本
性
の
提
示
」
の
別
、
換
言
す
れ
ば
「
人
聞
の
活
動
の
道
徳
的
正
し
さ
と
歪
み
に
つ
い
て
判
定
す
べ
き
規
準
と
し
て
の
恒
久
的
で

不
変
約
な
規
準
で
あ
る
自
然
法
」
そ
の
も
の
と
、
乙
の
「
自
然
法
と
は
た
い
て
い
相
違
し
な
い
」
と
し
て
も
評
価
の
対
象
と
し
て
容
在
す
る
に
す

ぎ
な
い
現
実
の
実
践
界
と
の
別
、
を
維
持
せ
し
め
る
理
由
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
(
広
・
同

g
a
H
n
g
S
3宮
崎
尚
喜
富
島
語
句
室
町
問
、
え
え

hah-

切
開
・
デ

nv同H
M

・
M
M
4
日
間
「
問
問
可
申
同
ロ
ロ
-
M
)

。
ζ

う
し
た
認
識
・
実
践
両
世
界
の
精
造
が
現
実
的
実
践
界
か
ら
内
在
的
に
究
極
的
規
範
を
探
求

す
る
道
を
杜
絶
せ
し
め
る
に
い
た
る
乙
と
が
ロ
ッ
ク
自
然
法
理
論
の
特
徴
と
し
て
あ
る
ζ

と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
究

極
的
規
範
の
存
在
弁
証
の
出
発
点
と
し
て
の
常
識

(
2
2ミ
同
E
2史

H
n
O
B目
。
ロ
ロ

O巴
Oロ
凹
)
を
拒
絶
す
る
と
し
て
も
、
グ
自
然
法
d

内
容

の
実
質
的
伝
常
識
化
を
遮
断
す
る
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
ー
ー
し
た
が
っ
て
規
範
的
意
識
の
共
同
を
妨
げ
る
も
の
で
は
芯
〈
|
|
、
そ
の
政

治
論
的
帰
結
と
し
て
も
、
サ
ン
ド
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
は
、
「
獲
得
的
で
強
欲
な
人
間
た
ち
の
衝
突
の
う
ち
に
、
相
互
的
な
利
益
と
自
愛
の
土
台

に
立
っ
た
社
会
、
し
た
が
っ
て
ま
た
統
治
、
の
形
成
を
刺
激
す
る
契
機
を
見
る
」
こ
と
に
除
け
っ
し
て
つ
な
が
る
わ
け
で
は
伝
い
(
え
・

ω同ロ色
O
P

E-ぽ
¥
斗
宮
口
三
回
同
，

Zo-。
唱
え
巴
z
z
-
3
2
5
n
g
n可
HEn-n叩

g
a
E帥
官
E
2
2
8『
m
J

吋
君
、
S
3ミ
ミ
E
H志向崎・

4
0
-
・
ω弁
口
0
・
H

Q
由芯)・

2
唱・℃・
ω。
)
。
む
し
ろ
、
本
文
と
の
関
係
に
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
ロ
ッ
ク
的
枠
組
に
お
い
て
は
、
感
覚
的
知
覚
な
い

し
は
経
験
や
伝
聞
か
ら
抽
象
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
神
意
の
要
求
に
合
致
し
た
理
性
|
|
乙
れ
を
酒
養
す
る
の
が
学
的
認
識
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
名
に
値
す
る
啓
示
で
あ
る
が
ー
ー
が
「
評
判
」
な
り
「
判
断
」
の
う
ち
に
あ
っ
て
機
能
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
乙
乙
に
、
実
践
界
に

お
け
る
実
在
探
求
的
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
グ
理
性
8

の
位
相
と
は
い
さ
き
か
そ
の
趣
き
を
異
に
し
た
ロ
ッ
ク
の
グ
理
性
d

の
位
相
、
つ
ま
り
超

越
的
事
在
に
支
え
ら
れ
た
規
範
伝
達
的
な
そ
れ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
こ
の
理
性
的
な
規
範
認
識

と
伝
達
に
よ
る
実
践
的
正
し
さ
の
保
証
、
な
ら
び
に
そ
の
保
証
を
受
け
る
以
前
に
お
け
る
「
評
判
」
な
り
「
判
断
」
の
合
理
性
性
な
い
し
は
い
わ

ば
被
保
証
適
合
性
が
、
両
々
相
ま
っ
て
、
先
き
に
指
摘
し
た
グ
同
意
d

の
根
底
を
な
す
人
び
と
の
グ
規
範
的
意
識
M
M

を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
理
論
構
造
上
、
ロ
ッ
ク
の
認
識
論
的
探
求
が
、
実
質
的
に
合
自
然
法
的
な
グ
評
判
d

に
含
ま
れ
る
価
値
や
知
性
的
一
機
能
と

さ
れ
る
グ
判
断
d

の
内
在
的
探
求
を
通
じ
て
実
践
的
理
性
原
理
に
赴
か
な
か
っ
た
と
い
う
特
徴
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
実
践
理
性
的
探
求
と
の

比
較
に
お
い
て
覆
い
難
い
事
実
と
し
て
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
実
践
界
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
理
論
上
は

が
理
性
グ
ぞ
外
か
ら
被
せ
る
と
い
っ
た
ロ
ッ
ク
の
思
考
態
度
は
、
ま
さ
に
規
範
担
保
者
と
し
て
の
超
越
的
存
在
の
堅
持
と
そ
の
理
論
的
直
接
性
と

い
っ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
思
考
の
遺
産
の
継
承
と
し
て
存
在
し
、
同
じ
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
と
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の
好
対
照
を
な
す
と
と
も
に
、
超
越
的
容
在
を
拒
絶
す
る
ヒ
ュ
l
ム
的
懐
疑
論
の
下
に
お
い
て
理
論
と
し
て
の
力
、
そ
の
説
得
性
を
喪
失
す
る

に
い
た
る
か
、
さ
も
な
く
ば
、
ヵ
ン
ト
的
な
定
言
的
命
題
の
道
徳
学
へ
と
述
ら
な
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
近
代
的
道
徳
哲
学
の
特
性
を
い
か

ん
な
く
具
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
そ
の
人
に
よ
っ
て
「
道
徳
哲
学
の
一
部
門
」
(
前
稿
、
注
(

3

)

)

と
し
て
規
定
さ
れ
る
グ
政
治
学
H

の

観
点
か
ら
し
で
も
、
そ
こ
に
は
き
わ
め
て
深
長
な
意
味
が
宿
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。


